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中
国
研
究
集
刊 

李
号
（
第
六
十
五
号
）
令
和
元
年
六
月　

三
九
︱
五
七
頁

は
じ
め
に

明
治
二
十
年
代
初
頭
、
民
権
派
儒
学
者
・
山
本
梅
崖
（
名
は

憲 

一
八
五
二
～
一
九
二
八
）
は
（
注
1
）
、
大
阪
の
在
野
儒
学
者
で

あ
る
藤
沢
南
岳
（
一
八
四
二
～
一
九
二
〇
）
ら
の
興
し
た
儒
教
振

興
団
体
「
大
成
会
」
に
参
加
し
た
。
儒
教
に
対
す
る
梅
崖
の
熱
意

は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
彼
を
清
国
へ
の
旅
に
駆
り
立
て

た
（
注
2
）
。
時
は
戊
戌
維
新
の
前
年
に
当
り
、
上
海
で
汪
康
年
、
羅

振
玉
、
張
謇
と
い
っ
た
変
法
派
の
士
人
た
ち
と
交
流
し
、
西
洋
列

強
へ
の
危
機
感
、
儒
教
へ
の
尊
崇
と
い
う
共
通
基
盤
に
立
ち
、
政

治
・
社
会
の
変
革
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
こ
の
出
会
い
が

後
の
梅
崖
に
よ
る
留
学
生
の
受
入
れ
、
日
本
に
亡
命
し
た
変
法
派

士
人
へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
。

本
稿
で
は
、
梅
崖
の
紀
行
文
『
燕
山
楚
水
紀
遊
』
に
記
録
さ
れ

た
変
法
派
士
人
と
の
対
話
か
ら
、
彼
ら
が
目
指
し
た
政
治
・
社
会

改
革
に
お
け
る
儒
教
観
・
儒
教
の
意
義
を
考
察
す
る
。
ま
た
自
由

民
権
家
で
あ
っ
た
梅
崖
に
お
い
て
、
そ
の
「
自
由
」「
民
権
」
の

思
想
が
い
か
な
る
も
の
で
、
そ
れ
が
儒
教
教
学
と
ど
う
結
び
つ

き
、
ど
の
よ
う
な
儒
教
を
形
成
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
梅
崖
の
自

由
民
権
論
を
ま
と
め
た
『
慷
慨
憂
国
論
』、
そ
の
自
由
観
を
示
し

た
「
自
由
郷
記
」「
自
由
解
」（
と
も
に
『
梅
清
処
文
鈔
』
所
収
）、

お
よ
び
梅
崖
の
主
著
『
論
語
私
見
』
の
経
書
解
釈
を
も
と
に
考
察

す
る
。

山
本
梅
崖
の
自
由
民
権
思
想
と
儒
教

︱
清
末
変
法
派
と
の
交
流
を
手
掛
り
に
︱

矢
羽
野
隆
男

（ 39 ）



一　
�『

燕
山
楚
水
紀
遊
』
に
見
え
る
梅
崖
の
儒
教
認
識�

―
変
法
派
士
人
と
の
対
話
を
通
じ
て
―

梅
崖
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
年
九
月
二
十
二
日
に
大

阪
を
発
ち
、
同
年
十
二
月
一
日
の
帰
阪
ま
で
、
約
七
十
日
間
に
わ

た
り
中
国
を
旅
行
し
た
。
そ
の
著
『
燕
山
楚
水
紀
遊
』（
明
治
三

十
一
年
〈
戊
戌
一
八
九
八
〉
七
月
十
二
日
発
行
、
以
下
『
紀
遊
』

と
略
称
）
は
そ
の
旅
行
記
で
あ
る
（
注
3
）
。

そ
の
旅
の
後
半
、
上
海
で
漢
学
者
の
藤
田
豊
八
を
介
し
て
知
り

合
っ
た
の
が
、
儒
教
を
思
想
的
基
盤
に
政
治
改
革
に
よ
っ
て
中
国

の
近
代
化
を
図
る
梁
啓
超
・
汪
康
年
・
羅
振
玉
・
章
炳
麟
（
み
な

浙
江
人
）
ら
変
法
派
の
士
人
た
ち
で
あ
っ
た
（
注
4
）
。
と
り
わ
け
羅

振
玉
・
汪
康
年
と
は
数
回
面
談
し
、
帰
国
後
も
二
人
の
ほ
か
葉
瀚

（
浙
江
人
）
と
書
簡
を
交
わ
し
、
翌
年
に
嵆
侃
・
汪
有
齢
（
汪
康

年
の
甥
）
を
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
、
ま
た
弟
子
の
田
宮
春
策

を
葉
瀚
の
経
正
書
院
に
留
学
さ
せ
る
な
ど
、
こ
の
旅
行
を
契
機
に

梅
崖
は
浙
江
人
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

山
本
憲
関
係
資
料
研
究
会
（
代
表 

吉
尾
寛
）
編
『
変
法
派
の

書
簡
と
『
燕
山
楚
水
紀
遊
』︱「
山
本
憲
関
係
資
料
」
の
世
界
︱
』

は
（
注
5
）
、
従
来
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
最
新
の
梅
崖
研
究
で
あ

る
。
そ
の
吉
尾
寛
「
序
文
」
は
、
同
書
所
収
の
蔣
海
波
「
解
題
」

の
一
節
を
引
用
す
る
形
で
、『
紀
遊
』
に
窺
え
る
「
山
本
憲
の
高

い
儒
学
の
学
識
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「〔『
紀
遊
』
は
〕

山
本
憲
が
中
国
の
維
新
派
の
人
々
と
、
儒
学
に
立
脚
す
る
改
革
の

思
想
を
共
有
し
て
清
末
社
会
の
頽
廃
的
な
現
状
を
打
ち
破
り
、
キ

リ
ス
ト
教
に
対
抗
す
る
可
能
性
を
儒
学
か
ら
見
出
そ
う
と
し
た
日

中
両
国
士
人
の
思
想
交
流
の
記
録
で
も
あ
る
。」
と
。

こ
の
よ
う
に
梅
崖
と
変
法
派
士
人
と
は
、
西
洋
列
強
と
キ
リ
ス

ト
敎
と
に
対
抗
し
、
政
治
・
社
会
の
改
革
・
近
代
化
を
目
指
す
に

当
た
り
、
思
想
基
盤
と
し
て
儒
教
を
共
有
し
て
い
た
。
で
は
、
そ

の
思
想
基
盤
た
る
儒
教
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

本
章
で
は
、
梅
崖
と
変
法
派
士
人
と
の
対
話
を
通
し
て
、
梅
崖
の

儒
教
観
の
特
徴
お
よ
び
そ
の
政
治
・
社
会
の
改
革
・
近
代
化
に
期

待
さ
れ
た
役
割
を
考
察
す
る
。

〇
十
月
二
十
六
日　

農
学
報
館
で
の
羅
振
玉
と
の
対
談
（
注
6
）

羅
振
玉
「
先
生
は
経
学
で
は
ど
の
経
典
を
修
め
ら
れ
て
い
る

か
、
漢
人
の
学
か
、
そ
れ
と
も
宋
儒
か
。」

梅	

崖
「
専
ら
漢
・
唐
の
説
に
従
っ
て
い
る
。
弊
国
に
は
二
百

年
前
、
Ａ
物
茂
卿
・
太
宰
純
の
二
人
が
い
て
、
宋
学
を
排

し
て
漢
学
を
推
し
た
こ
と
で
新
生
面
を
開
い
た
が
、
こ
れ

が
私
の
平
素
尊
崇
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」（
中
略
）

梅	
崖
「
私
は
『
論
語
』
を
崇
め
て
お
り
、
毎
朝
起
き
て
、
必

ず
そ
の
う
ち
の
一
、
二
篇
を
朗
読
す
る
。
私
が
思
う
に
、

（ 40 ）



Ｂ
聖
門
の
学
問
の
眼
目
は
も
っ
ぱ
ら
経
綸
に
あ
る
。
Ｃ
朱

子
学
は
微
妙
を
極
め
る
。
微
妙
を
極
め
て
、
仏
教
に
近
く

な
っ
た
。
先
生
は
ど
う
思
わ
れ
る
か
。」

羅	

振
玉
「
Ｄ
聖
教
は
倫
理
や
日
常
こ
そ
を
道
の
所
在
と
す
る

も
の
で
、
性
や
天
道
に
つ
い
て
は
罕
に
し
か
言
わ
な
い
。

Ｅ
宋
儒
は
終
日
、
無
極
や
太
極
を
議
論
し
て
、
倫
理
や
日

常
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
議
論
し
な
い
。
こ
れ
が
孔
子
と
朱

子
と
の
違
い
だ
ろ
う
か
。
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。」

梅	

崖
「〔
孔
子
は
〕
多
く
の
艱
難
を
経
験
し
た
が
、
老
い
て

も
倦
ま
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
後
学
が
胆
に
銘
ず
べ
き
こ

と
だ
。
Ｆ
朱
子
は
経
綸
を
知
ら
ず
、
よ
っ
て
仏
教
に
陥
っ

た
の
だ
。」

羅	

振
玉
「
近
来
孔
教
の
衰
微
は
既
に
極
ま
っ
て
い
る
。
Ｇ
宋

儒
が
性
理
を
論
じ
て
以
来
、
孔
教
は
一
掃
さ
れ
、
近
頃
弊

国
で
は
つ
い
に
孔
教
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
知
識
人

は
み
な
誤
っ
て
Ｈ
科
挙
の
文
章
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
れ
は
決
し
て
孔
教
本
来
の
姿
で
は
な
い
。（
後
略
）」

土
佐
佐
川
の
儒
官
を
出
自
と
し
徂
徠
学
を
家
学
と
し
た
梅
崖
は
、

日
本
で
は
物
茂
卿
（
荻
生
徂
徠 

一
六
六
六
～
一
七
二
八
）・
太
宰

純
（
春
台 

一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）
が
出
て
、
漢
学
（
古
学
）

を
興
し
て
宋
学
を
超
克
し
え
た
と
、
古
学
の
優
位
性
を
誇
る

（
Ａ
）。
一
方
、
羅
振
玉
は
、
中
国
で
は
宋
学
・
科
挙
の
た
め
に
本

来
の
儒
教
が
衰
微
し
た
と
嘆
く
（
Ｇ
・
Ｈ
）。
つ
ま
り
、
梅
崖
・

羅
振
玉
と
も
に
、
宋
学
を
理
気
・
天
道
と
い
っ
た
形
而
上
学
や
性

情
と
い
っ
た
精
神
面
を
主
な
講
究
の
対
象
と
す
る
も
の
と
し
て
徹

底
し
て
批
判
す
る
（
Ｃ
・
Ｅ
・
Ｆ
）。
裏
返
し
て
言
え
ば
、
梅

崖
・
羅
振
玉
と
も
、
現
実
に
お
け
る
天
下
国
家
の
経
綸
、
日
常
倫

理
の
確
立
こ
そ
儒
教
本
来
の
姿
と
見
る
の
で
あ
る
（
Ｂ
・
Ｄ
）。

〇
十
一
月
十
六
日　

汪
康
年
・
羅
振
玉
と
の
対
談
（
注
7
）

汪	

康
年
「
先
生
の
議
論
は
、
Ａ
真
実
に
孔
教
を
尊
崇
し
て
、

西
洋
の
政
法
に
よ
っ
て
補
助
す
る
も
の
と
伺
っ
て
い
る

が
、
私
の
考
え
と
極
め
て
合
致
し
て
い
る
。
現
在
の
欧
州

の
政
治
は
、
墨
子
を
体
と
し
、
法
家
を
用
と
し
て
、
一
時

的
に
成
果
を
示
し
て
い
る
が
、
時
間
が
経
て
ば
き
っ
と
決

裂
す
る
恐
れ
が
あ
ろ
う
。」

梅	

崖
「
孔
教
の
不
振
は
、
ち
ょ
う
ど
日
食
月
食
の
よ
う
な
も

の
で
、
ど
う
し
て
光
が
回
復
し
な
い
心
配
な
ど
あ
ろ
う

か
。
Ｂ
責
任
は
や
は
り
我
々
に
あ
る
の
だ
。」（
後
略
）

汪	

康
年
「
最
近
、
同
志
た
ち
も
頗
る
改
革
の
事
を
、
強
く
当

局
者
に
訴
え
て
い
る
。
た
だ
上
の
者
が
虚
心
に
聞
い
て
く

れ
る
こ
と
を
願
う
の
み
で
あ
る
。」

羅	
振
玉
「
Ｃ
弊
国
と
貴
国
と
は
東
亜
に
位
置
し
、
唇
歯
輔
車

の
関
係
で
あ
る
べ
き
だ
。
旧
習
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
役

所
の
仕
事
で
は
あ
る
が
、
在
野
の
者
も
知
力
を
尽
く
す
べ

（ 41 ）



き
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
上
の
者
が
目
を
開
い
て
悟
っ
て
く

れ
る
よ
う
願
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
貴
国
の
維
新
時
の

多
く
の
傑
物
に
比
べ
る
と
、
恐
ら
く
恥
ず
べ
き
と
こ
ろ
が

多
か
ろ
う
。」

梅	

崖
「
Ｄ
後
漢
の
党
錮
や
明
の
東
林
党
〔
に
対
す
る
弾
圧
〕

は
、
惨
烈
は
惨
烈
だ
が
、
史
書
を
読
む
者
に
つ
ね
に
喝
采

を
叫
ば
せ
る
。
思
う
に
、〔
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
は
〕
改

革
の
際
に
は
、
免
れ
な
い
運
命
な
の
で
あ
ろ
う
。」

〇
十
一
月
二
十
四
日　

張
謇
と
の
対
談
（
注
8
）

梅	

崖
「〔
日
本
は
神
武
以
来
忠
孝
を
風
俗
と
し
、
儒
教
は
日

本
の
国
俗
と
一
致
す
る
た
め
、
い
っ
た
ん
危
機
に
瀕
し
て

も
復
興
さ
れ
た
。〕
私
は
か
ね
て
思
っ
て
い
た
、
Ｅ
一
国

の
弊
害
の
あ
る
制
度
を
改
革
す
る
に
は
、
下
か
ら
そ
れ
を

為
す
べ
き
で
、
役
人
の
勝
手
気
儘
に
さ
せ
て
は
て
は
い
け

な
い
。
役
人
の
勝
手
気
儘
の
責
任
は
有
司
だ
け
は
な
く
、

在
野
の
君
子
の
拱
手
傍
観
の
罪
で
も
あ
る
。」

張	

謇
「
下
か
ら
な
し
て
遂
行
で
き
る
の
は
、
貴
国
の
士
気
が

伸
び
や
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
中
国
で
は
ま
だ
そ
の
よ
う
に

は
で
き
な
い
。（
後
略
）」

梅	

崖
「（
前
略
）
弊
国
は
三
十
年
前
、
幕
府
が
政
権
を
独
占

し
、
皇
室
は
衰
微
し
て
い
た
。
Ｆ
勤
王
の
徒
に
は
、
獄
に

繫
が
れ
る
者
、
斬
首
さ
れ
る
者
、
挙
兵
し
て
落
命
し
た
者

も
い
た
が
、
ま
も
な
く
徳
川
幕
府
を
倒
し
て
維
新
の
偉
業

を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
近
年
、
天
下
の
輿
論

は
、
議
会
を
開
設
し
よ
う
と
し
、
志
あ
る
者
が
た
び
た
び

法
に
触
れ
罪
を
犯
し
な
が
ら
も
、
今
日
の
盛
況
を
実
現
し

た
の
で
あ
る
。
Ｇ
貴
国
の
東
漢
の
李
膺
・
杜
密
・
陳
蕃
・

范
滂
や
、
明
の
東
林
の
諸
賢
は
、
そ
の
事
跡
が
史
書
に
記

さ
れ
、
日
月
と
光
を
争
う
輝
か
し
さ
で
あ
る
。
ど
う
し
て

後
人
の
模
範
で
な
か
ろ
う
か
。」

張	

謇
「
こ
れ
ら
の
気
風
は
、
日
本
の
方
が
中
国
に
勝
る
。
中

国
で
は
士
気
阻
喪
し
て
二
三
百
年
に
な
る
。」

梅
崖
・
汪
康
年
は
と
も
に
儒
教
を
基
礎
と
し
て
西
洋
の
法
律
・

制
度
で
補
足
し
た
近
代
国
家
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
日

清
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
に
立
っ
て
い
た
（
Ａ
・

Ｃ
）。
梅
崖
の
発
言
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
儒
教
振
興
や
政

治
改
革
に
お
い
て
役
人
の
専
断
を
許
さ
ず
、
儒
教
を
奉
じ
る
有
志

の
主
体
的
か
つ
不
屈
の
行
動
の
必
要
性
を
強
調
す
る
点
で
あ
る

（
Ｂ
・
Ｅ
）。
日
本
に
お
い
て
は
、
幕
末
維
新
の
志
士
や
自
由
民
権

運
動
の
活
動
家
の
不
撓
不
屈
の
行
動
が
、
明
治
維
新
や
国
会
開
設

と
い
っ
た
日
本
の
近
代
化
の
推
進
力
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
（
Ｆ
）。

こ
れ
に
対
し
て
羅
振
玉
・
張
謇
は
、
中
国
人
は
明
治
維
新
の
志
士

に
は
及
ば
な
い
と
卑
下
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
梅
崖
は
言

う
。
中
国
に
も
後
漢
の
清
流
士
人
や
明
の
東
林
党
の
正
義
派
官
僚
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が
い
た
で
は
な
い
か
（
Ｄ
・
Ｇ
）、
彼
ら
こ
そ
中
国
史
上
に
お
け

る
維
新
の
志
士
・
民
権
の
闘
士
に
相
当
す
る
、
と
。

梅
崖
の
発
言
に
見
え
る
「
李
膺
・
杜
密
・
陳
蕃
・
范
滂
」
ら

は
、
後
漢
末
に
宦
官
勢
力
（
濁
流
）
の
専
横
専
権
に
抵
抗
し
た
清

流
士
人
（
後
述
）（
注
9
）
。
ま
た
「
前
明
の
東
林
の
諸
賢
」
は
、
明

末
に
宰
相
張
居
正
の
独
裁
に
反
対
し
て
東
林
書
院
を
拠
点
に
政
治

的
な
議
論
や
活
動
を
展
開
し
た
顧
憲
成
、
高
攀
龍
ら
の
グ
ル
ー
プ

で
、
学
問
を
庶
民
に
開
き
、
言
路
の
開
通
（
士
大
夫
の
言
論
の
尊

重
、
世
論
の
反
映
な
ど
）
を
求
め
る
な
ど
活
発
な
官
僚
批
判
を

行
っ
た
。
清
議
を
唱
え
て
節
義
を
全
う
し
た
彼
ら
東
林
党
の
諸
儒

は
、
後
漢
の
清
流
士
人
に
擬
え
ら
れ
た
（
注
10
）
。
民
権
派
儒
学
者
の

梅
崖
に
と
っ
て
、
専
制
政
治
に
抵
抗
し
た
党
錮
の
清
流
士
人
や
東

林
党
の
諸
儒
は
、
幕
府
や
藩
閥
政
府
の
専
制
に
立
ち
向
か
っ
た
幕

末
維
新
の
志
士
や
民
権
活
動
家
と
重
な
り
合
う
存
在
で
あ
っ
た
。

以
上
、『
紀
遊
』
の
変
法
派
士
人
と
の
対
話
を
通
し
て
、
経
世

済
民
の
教
え
で
あ
る
儒
教
こ
そ
、
現
実
の
政
治
・
社
会
の
変
革
に

必
要
な
精
神
で
あ
り
、
そ
れ
を
体
現
し
た
儒
学
者
た
ち
の
、
専
制

に
対
抗
し
て
正
義
を
貫
く
不
屈
の
行
動
こ
そ
が
、
政
治
・
社
会
の

近
代
化
に
も
必
要
だ
と
す
る
梅
崖
の
儒
教
認
識
が
確
認
で
き
た
。

二　

梅
崖
の
近
代
自
由
民
権
思
想�

―
山
本
憲
『
慷
慨
憂
国
論
』
よ
り

本
節
で
は
民
権
派
儒
学
者
梅
崖
の
「
民
権
派
」
の
側
面
、
す
な

わ
ち
梅
崖
が
自
由
や
民
権
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
考

察
す
る
（
注
11
）
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
三
月
、
愛
国
社
は
全
国
の
地
方
結

社
を
組
織
し
て
国
会
期
成
同
盟
を
発
足
さ
せ
、
天
皇
・
政
府
に
対

し
日
本
国
民
の
権
利
と
し
て
国
会
開
設
を
要
求
し
た
。
そ
の
年
の

十
月
、
梅
崖
は
庶
民
向
け
の
民
権
概
説
書
『
慷
慨
憂
国
論
』
を
発

行
し
た
。
植
木
枝
盛
は
序
文
を
寄
せ
（
注
12
）
、「
篇
中
に
偶
に
小
異

論
無
き
に
非
ず
と
雖
も
（
注
13
）
、
然
れ
ど
も
亦
た
頗
る
民
權
を
進
る

書
た
れ
ば
、
國
家
の
爲
に
慶
し
、
自
由
の
爲
に
祝
ふ
」
と
出
版
を

祝
し
て
い
る
。
こ
の
書
に
は
自
由
民
権
に
対
す
る
梅
崖
の
基
本
的

な
考
え
が
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

抑
も
權
と
い
へ
る
も
の
の
因
つ
て
起
る
所
の
も
の
は
之
を
大

約
す
れ
ば
二
種
あ
り
。
若
し
そ
の
一
を
失
ふ
時
は
決
し
て
一

身
の
幸
福
を
得
る
能
は
ざ
る
な
り
。
一
種
を
性
得
（
原
傍

注
：
う
ま
れ
つ
き
）
の
權
と
云
ひ
一
種
を
持も

て
合あ

ひ
の
權
と

云
ふ
。
此
二
者
相
並
び
て
而
し
て
戻
ら
ず
以
て
天て
ん

賜し

の
幸
福

を
遂と

げ
安
樂
を
保た
も

つ
べ
し
。（『
慷
慨
憂
国
論
』
第
一
章
「
総
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論
」
二
二
～
二
三
頁
）

梅
崖
に
よ
れ
ば
、
民
権
は
二
種
の
権
す
な
わ
ち
「
性
得
の
權
」
と

「
持
て
合
ひ
の
權
」
と
に
由
来
し
、
こ
の
二
種
の
権
を
全
う
し
て

こ
そ
天
が
与
え
た
本
来
の
幸
福
と
安
楽
と
を
享
受
し
保
持
で
き
る

と
い
う
。

で
は
、
性
得
の
権
・
持
て
合
ひ
の
権
と
は
何
か
。
ま
ず
性
得
の

権
に
つ
い
て
、
梅
崖
は
こ
う
説
明
す
る
。

何
を
か
性
得
の
權
と
云
ふ
。（
中
略
）
凡
そ
我
一
身
に
具
ふ

所
の
も
の
は
起き
き
ょ居
飲い
ん
し
ょ
く食
（
原
傍
注
：
た
ち
ゐ
の
み
く
い
）

よ
り
し
て
何
事
に
至
る
ま
で
皆
な
自
由
に
作さ
く
よ
う用
す
可
か
ら
ず

ん
ば
あ
ら
ず
。
是
れ
即
ち
天あ
ま
つ
か
み神の
特こ
と

に
我
等
人
間
に
賦ふ

よ與
し

給た
ま

ひ
し
所
の
も
の
に
し
て
始
め
て
此こ
の

世よ

に
生
れ
し
時
に
既
に

受
け
得
た
る
權
な
れ
ば
決
し
て
他
人
よ
り
之
を
奸お
か

す
へ
き
理

は
無
き
筈
な
り
。（
同
二
三
～
二
四
頁
）

性
得
の
権
と
は
、
人
が
天あ
ま
つ
か
み神（

漢
文
表
現
で
は
天
（
注
14
）
）
か
ら
賦

与
さ
れ
た
生
得
の
も
の
に
つ
い
て
は
全
て
自
由
に
作
用
で
き
他
者

の
干
犯
を
受
け
な
い
権
利
を
い
う
。
こ
れ
は
人
は
生
れ
な
が
ら
に

自
由
平
等
の
権
利
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
〈
天

賦
人
権
〉
の
思
想
表
明
で
あ
る
。

一
方
、
持
て
合
ひ
の
権
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

〔
天
よ
り
自
由
平
等
の
権
を
賦
与
さ
れ
て
〕
羣
居
せ
る
人
の

中
よ
り
才
智
德
行
あ
る
人
を
擇
び
て
一
般
の
支
配
を
掌
つ
か
さ
どら

し
む
。
之
を
名
け
て
君
主
と
云
ふ
。
又
其
亞
の
才
智
德
行
あ

る
人
を
擇
び
て
之
を
輔
け
し
む
。
之
を
名
け
て
有ゆ
う
し司
と
云

ふ
。
又
そ
の
支
配
上
の
事
務
を
取
扱
ふ
所
の
場
處
を
名
け
て

政
府
と
云
ひ
、
そ
の
支
配
を
受
く
る
所
の
人
を
民
と
云
ふ
。

是
れ
官
民
の
名
因
つ
て
分わ
か

る
ゝ
と
こ
ろ
な
り
。
ま
た
そ
の
政

府
と
人
民
と
を
併
せ
た
る
稱
を
國
と
云
へ
り
。
そ
の
支
配
を

掌
と
れ
る
君
主
又
は
有
司
に
骨ほ
ね
お
り
ち
ん

折
賃
又
は
支
配
す
る
に
就つ

き

て
そ
の
入に
う
ひ費

と
し
て
各め
い
め
い自

よ
り
幾い
く
ぶ
ん分

か
の
金き
ん

を
持も

ち
寄よ

り
て

給き
ふ
よ與
す
。
之
を
名
け
て
租
税
と
云
ひ
、
而
し
て
そ
の
支
配
す

る
に
就
き
て
の
方
法
を
定
む
。
之
を
名
け
て
法
と
云
ひ
、
又

は
憲け
ん

典て
ん

律り
つ

な
ど
ゝ
云
ふ
。
其
時
此
方
法
は
孰
も
人
民
が
相
互

に
商し
や
う
ぎ議
（
原
傍
注
：
さ
う
だ
ん
）
し
約
束
し
た
る
も
の
に
し

て
政
府
の
妄み
だ

り
に
自
ら
作つ
く

り
た
る
も
の
に
は
非
ざ
る
な
り
。

（
中
略
）
右
樣
の
支
配
に
就
ひ
て
人
民
が
政
府
を
し
て
人
民

の
幸
福
を
遂
け
安
全
を
保
た
る
ゝ
樣
に
世せ

わ話
せ
し
む
る
の
が

即
ち
持
て
合
ひ
の
權
な
り
。
然
れ
ば
性
得
の
權
は
人
民
が
生う
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
既す
で

に
有
し
た
る
一
己
一
己
の
權
な
り
。
ま

た
持
て
合
ひ
の
權
は
人
民
が
相
互
に
約
束
せ
し
よ
り
生
じ
た

る
權
な
れ
ば
各
自
一
般
に
相
互
に
有
せ
る
所
の
も
の
な
り
。

（
同
第
二
章
「
民
権
の
起
原
」
三
四
～
三
六
頁
）

つ
ま
り
持
て
合
い
の
権
と
は
、
人
民
の
幸
福
安
全
を
享
受
し
保
護

す
る
た
め
、
群
居
す
る
人
々
が
社
会
一
般
と
の
相
互
の
約
束
に
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よ
っ
て
得
た
社
会
共
有
の
権
利
で
あ
る
。
君
主
・
有
司
・
政
府
・

国
家
・
租
税
・
法
律
な
ど
と
い
っ
た
統
治
機
構
は
す
べ
て
そ
の
原

理
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
持
て
合
い
の
権
と
は
い
わ

ゆ
る
〈
社
会
契
約
〉
に
当
る
。

国
・
政
府
は
君
主
の
所
有
物
で
は
な
く
、
人
民
が
持
て
合
ひ
の

権
に
よ
り
人
民
の
た
め
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
国
や
政

府
が
人
民
の
権
利
や
財
産
を
奪
う
時
、
人
民
は
そ
れ
を
看
過
し
て

は
な
ら
な
い
。

政
府
よ
り
壓
抑
の
威
權
を
擅
ほ
し
い
ま
まに

し
て
人
民
の
權
理
を
剥
奪

せ
ん
と
す
る
時
は
、
侃か
ん
か
ん々

之
を
論
諍
し
て
政
府
の
處
置
を
責

む
る
も
可
な
り
。
政
府
よ
り
奢
侈
の
費
用
に
供
せ
ん
が
爲
め

聚し
う
れ
ん斂
重ち
や
う
ふ賦
し
て
人
民
の
財
産
を
掠り
や
く
し
ゆ取
せ
ん
と
す
る
時
は
、

諤
々
之
に
抵
抗
し
て
政
府
の
失し
つ
せ
い政
を
咎と
が

む
る
も
可
な
り
。
飽

迄
も
政
府
の
過
あ
や
ま
ちを
鳴な

ら
し
て
毫
も
曲く
つ

從じ
う

屈く
つ

服ふ
く

せ
さ
る
こ
と
、

勿も
ち
ろ
ん論

人
民
の
當ま
さ

に
爲な

す
べ
き
所
な
れ
ば
、
別べ
つ

に
政
府
に
對
し

て
用よ
う
し
や捨

す
る
に
も
斟
酌
す
る
に
も
及
ば
ざ
る
べ
し
。
若
し
之

を
黙も
く
し視

に
附ふ

す
る
な
ら
ば
、
人
民
た
る
の
義
務
を
欠
き
て

應お
う
ぶ
ん分

の
責せ
め

を
盡
さ
ざ
る
も
の
と
謂
は
ざ
る
を
得
ず
。（
同
第
十

四
章
「
粗
暴
に
渉
る
事
を
避
く
べ
し
」一
五
二
～
一
五
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
人
民
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、
政
府
の
暴
政
・
失

政
に
対
し
て
論
争
・
抵
抗
し
て
も
構
わ
な
い
、
む
し
ろ
そ
れ
は
人

民
の
義
務
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
〈
抵
抗
権
〉
の
表
明
で
あ
る
。

た
だ
し
、
梅
崖
は
抵
抗
権
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る

欧
州
の
大
混
乱
を
他
山
の
石
と
し
、
暴
力
・
武
力
の
行
使
に
は
慎

重
を
期
す
よ
う
に
注
意
を
促
し
て
い
る
（
注
15
）
。
さ
ら
に
、
人
民
の

抵
抗
に
よ
っ
て
政
府
が
悪
政
・
失
政
を
正
す
の
は
下
策
だ
と
し
、

「
其
の
策
は
焉
く
に
か
在
る
。
曰
く
、
獨
り
國
會
を
興
す
に
在
る

な
り
。」
と
、
国
会
の
開
設
こ
そ
が
政
府
の
要
務
だ
と
し
て
一
書

を
結
ぶ
。

以
上
、『
慷
慨
憂
国
論
』
に
基
づ
き
梅
崖
の
民
権
論
の
骨
子
を

概
観
し
た
。
こ
こ
に
は
、
人
民
の
幸
福
の
追
求
、
天
賦
人
権
・
社

会
契
約
・
抵
抗
権
と
い
っ
た
、
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
に
由
来
し
、
ア

メ
リ
カ
独
立
宣
言
（
一
七
七
六
年
）
や
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
（
一

七
八
九
年
）
に
具
現
化
さ
れ
た
近
代
の
自
由
民
権
思
想
の
要
素
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

三　

梅
崖
に
お
け
る
近
代
民
権
思
想
と
儒
教
と

１
．「
自
由
解
」
に
み
る
梅
崖
の
自
由
観

「
自
由
解
」（『
梅
清
処
文
鈔
』（
注
16
）
上
巻
所
収
）
は
、
癸
未
の
年

（
明
治
十
六
年
・
一
八
八
三
）（
注
17
）
に
、
梅
崖
が
「
解
」（
解
釈
説

明
）
の
文
体
を
用
い
て
「
自
由
」
を
解
説
し
た
短
篇
で
あ
る
。
因

み
に
、
こ
れ
に
先
立
つ
明
治
十
四
年
十
月
、
政
府
は
国
会
開
設
の

勅
諭
を
発
布
す
る
と
同
時
に
言
論
統
制
を
強
化
し
、
た
め
に
梅
崖
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が
身
を
置
く
新
聞
社
は
次
々
に
発
禁
処
分
を
受
け
た
。
生
計
の
途

を
絶
た
れ
た
梅
崖
は
、「
生
計
愈
困
シ
テ
政
府
ニ
抗
ス
ル
ノ
心
愈

切
ナ
リ
。
政
府
ノ
暴
ヲ
惡
ム
ノ
情
熾
ナ
ル
ニ
及
デ
ハ
、
凍
餓
モ
以

テ
意
ト
爲
ス
ニ
足
ラ
ズ
。」（『
梅
崖
先
生
年
譜
』
十
六
葉
表
）
と
、

政
府
専
制
へ
の
敵
愾
心
を
新
た
に
し
、
翌
十
六
年
（
一
八
八
三
）

六
月
、
大
阪
に
梅
清
処
塾
を
開
き
漢
学
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。「
自
由
解
」
お
よ
び
次
節
の
「
自
由
郷
記
」
の
執
筆
は
、
漢

学
者
と
し
て
世
に
立
つ
決
意
を
し
た
梅
崖
の
、
政
府
専
制
に
対

す
る
批
判
と
自
由
へ
の
希
求
と
が
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
時
期
に
当

る
（
注
18
）
。

さ
て
、
下
記
の
引
用
が
「
自
由
解
」
の
全
文
で
あ
る
。
傍
線
Ａ

は
「
自
主
」「
自
由
」
の
定
義
的
な
説
明
、
続
く
Ｂ
・
Ｃ
は
論
拠

と
し
て
の
『
論
語
』
の
引
用
、
Ｄ
が
結
語
、
と
い
う
明
快
な
構
造

か
ら
成
る
。

Ａ
「
自
主
」
と
曰
ひ
、「
自
由
」
と
曰
ふ
、
其
の
義
一
な
り
。

敢
へ
て
他
人
の
拘
束
を
受
け
ず
、
暴
制
に
抗あ
た

り
、
苛
政
を
拒

み
、
以
て
生
民
の
命
を
拯す
く

ふ
は
、
仁
に
外
な
ら
ず
や
。

孔
子
故
に
曰
く
、
Ｂ
「
不
仁
を
惡
む
者
は
其
れ
仁
を
爲
す
。

不
仁
者
を
し
て
其
の
身
に
加
へ
し
め
ず
。」
と
。
然
ら
ば
孱

弱
の
人
の
庶
幾
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

孔
子
故
に
又
た
曰
ふ
、
Ｃ
「
志
士
仁
人
は
、
生
を
求
め
て
以

て
仁
を
害
す
る
こ
と
無
し
、
身
を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
こ

と
有
り
。」
と
。

Ｄ
夫
れ 

此
く
の
如
く
し
て 

自
主 

自
由
の
旨 

始
め
て
完
ま
っ
た

し
。Ａ

曰
自
主
、
曰
自
由
、
其
義
一
也
。
不
敢
受
他
人
拘
束
、

抗
暴
制
、
拒
苛
政
、
以
拯
生
民
之
命
、
不
外
乎
仁
矣
。

孔
子
故
曰
、
Ｂ
「
惡
不
仁
者
其
爲
仁
矣
。
不
使
不
仁
者
加

乎
其
身
。」
然
非
孱
弱
人
之
所
庶
幾
也
。

孔
子
故
又
曰
、
Ｃ
「
志
士
仁
人
、
無
求
生
以
害
仁
、
有
殺

身
以
成
仁
。」

Ｄ
夫
如
此
而
自
主
自
由
之
旨
始
完
矣
。

ま
ず
Ａ
は
、「
自
主
」「
自
由
」
は
同
一
義
で
、「
絶
対
に
他
者
に

拘
束
さ
れ
ず
、
暴
制
に
抵
抗
し
、
苛
政
を
拒
絶
し
、
そ
れ
に
よ
り

人
民
の
生
命
を
救
済
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
仁

に
他
な
ら
な
い
」と
定
義
づ
け
る
。自
主
自
由
と
儒
教
の
仁
と
は
同

一
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
文
章
の
執
筆
時
期
を
反
映
し
て
、

い
わ
ゆ
る
抵
抗
権
も
仁
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

自
主
自
由
と
儒
教
の
仁
と
が
同
一
で
あ
る
論
拠
と
し
て
示
さ
れ

る
の
が
『
論
語
』
の
引
用
Ｂ
・
Ｃ
で
あ
る
。
Ｂ
・
Ｃ
両
句
が
「
不

仁
（
非
道
）
に
対
す
る
徹
底
的
な
（
命
懸
け
の
）
抵
抗
は
仁
の
実

践
で
あ
る
」
と
の
趣
旨
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｄ
「
そ

れ（
仁
）に
よ
っ
て
こ
そ
自
主
自
由
が
完
成
す
る
」は
、
儒
教
の
仁

こ
そ
が
自
主
自
由
や
民
衆
の
権
利
（
と
り
わ
け
抵
抗
権
）
（
注
19
）
を
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実
現
す
る
原
理
に
外
な
ら
な
い
と
す
る
端
的
な
表
明
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
近
代
自
由
民
権
思
想
の
自
主
自
由
は
、『
論
語
』
を

論
拠
と
し
て
儒
教
の
「
仁
」
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
た
。
別
の
言
い

方
を
す
れ
ば
、
梅
崖
は
近
代
自
由
民
権
思
想
に
対
し
て
儒
教
的

（
経
学
的
）
な
根
拠
を
与
え
た
の
で
あ
る
（
注
20
）
。

２
．「
自
由
郷
記
」
に
み
る
梅
崖
の
自
由
観

梅
崖
の
「
自
由
郷
記
」（『
梅
清
処
文
鈔
』
上
巻
所
収
）
は
、
甲

申
の
年
（
明
治
十
七
年
・
一
八
八
四
）
に
梅
崖
が
「
自
由
郷
」
と

い
う
一
種
の
理
想
郷
を
「
記
（
記
事
）」
の
文
体
で
描
い
た
漢
文

の
文
学
小
品
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
を
下
敷
き
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
同
じ
「
記
」
の
文
体
に
よ
る
こ
と
や
、
後
掲
の

大
筋
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
夢
の
中
で
理
想
郷
に
遊
ぶ
と
い

う
設
定
は
、
黄
帝
が
夢
の
中
で
理
想
の
国
華
胥
国
に
遊
ん
だ
『
列

子
』
黄
帝
篇
の
寓
話
も
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
ず
全

体
の
あ
ら
ま
し
を
訳
出
す
る
。

自
由
郷
へ
の
距
離
は
ど
れ
ほ
ど
か
、
五
大
洲
で
は
な
さ
そ
う

だ
。
土
地
は
肥
え
水
は
清
く
、
山
は
低
く
海
は
穏
や
か
、
猛

獣
は
人
を
害
さ
ず
、
風
俗
は
篤
く
悪
人
は
無
く
、
Ａ
官
吏
は

お
ら
ず
法
禁
も
無
く
、
老
人
子
供
は
大
事
に
さ
れ
、
作
物
は

皆
で
分
配
し
、
苦
は
無
く
楽
ば
か
り
。（
中
略
）
私
は
偶
々

夢
で
こ
こ
に
遊
ん
だ
。ど
う
や
っ
て
来
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

平
ら
な
畑
に
畝
は
な
く
、
鳥
は
囀
り
虫
は
鳴
き
、
種
々
の
花

が
咲
き
香
り
立
つ
。
行
き
交
う
男
女
は
畑
仕
事
、
穏
和
な
様

子
に
綺
麗
な
着
物
、
皆
楽
し
く
満
ち
足
り
て
い
る
。
不
意
に

「
遅
か
っ
た
な
あ
」
と
声
を
掛
け
た
の
は
陶
淵
明
。「
郷
里
の

若
造
に
気
後
れ
し
た
あ
の
方
か
」
と
問
う
と
、
彼
は
恐
れ

入
っ
た
と
大
笑
い
し
て
自
宅
に
招
き
、
ご
馳
走
し
て
く
れ

た
。
す
ぐ
に
噂
を
聞
き
付
け
て 

Ｂ
李
膺
、
范
滂
、
郭
泰
、

パ
ト
リ
ッ
ク
ヘ
ン
リ
ー
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
、
ア
ベ
・
シ
ェ

イ
エ
ス
ら
数
十
人
が
集
ま
っ
た
。
彼
ら
は
久
し
く
人
界
を
避

け
て
住
ん
で
い
る
と
い
う
。
私
に
言
う
に
は
、「
Ｃ
こ
の
地

に
か
つ
て
役
所
を
設
け
た
が
、
そ
の
弊
害
に
耐
え
ら
れ
ず
、

今
で
は
廃
止
し
て
久
し
い
。
Ｄ
か
の
〈
仁
〉
の
作
用
は
忠

恕
、
み
ん
な
仲
間
で
尊
卑
の
差
は
な
く
、
人
の
み
な
ら
ず
禽

獸
か
ら
草
木
に
及
ぶ
。」
と
。（
中
略
）
そ
の
ま
ま
半
年
滞
在

し
た
が
、
気
候
は
初
夏
の
如
く
、
鳥
の
声
、
花
の
香
り
に
満

ち
、
一
日
の
内
に
四
季
が
巡
り
、
た
だ
感
嘆
す
る
ば
か
り
。

彼
ら
は
ま
た
言
う
、「
Ｅ
こ
こ
の
人
情
は
穏
や
か
で
、
よ
っ

て
役
所
や
法
禁
が
無
く
て
も
よ
い
、
そ
れ
も
み
な
仁
恕
の
効

用
に
よ
る
。
Ｆ
し
か
し
道
家
・
神
仙
の
世
界
と
は
全
く
違

う
。」
と
。
郷
の
名
を
尋
ね
れ
ば
「
自
由
郷
」
と
い
う
。
帰

る
頃
、
烈
し
い
太
陽
が
中
天
に
懸
り
、
そ
の
炎
熱
は
焼
き
尽

く
さ
ん
ば
か
り
、
所
在
は
分
か
ら
ず
終
い
で
あ
る
。

と
有
り
。」
と
。

Ｄ
夫
れ 

此
く
の
如
く
し
て 

自
主 

自
由
の
旨 

始
め
て
完
ま
っ
た

し
。Ａ

曰
自
主
、
曰
自
由
、
其
義
一
也
。
不
敢
受
他
人
拘
束
、

抗
暴
制
、
拒
苛
政
、
以
拯
生
民
之
命
、
不
外
乎
仁
矣
。

孔
子
故
曰
、
Ｂ
「
惡
不
仁
者
其
爲
仁
矣
。
不
使
不
仁
者
加

乎
其
身
。」
然
非
孱
弱
人
之
所
庶
幾
也
。

孔
子
故
又
曰
、
Ｃ
「
志
士
仁
人
、
無
求
生
以
害
仁
、
有
殺

身
以
成
仁
。」

Ｄ
夫
如
此
而
自
主
自
由
之
旨
始
完
矣
。

ま
ず
Ａ
は
、「
自
主
」「
自
由
」
は
同
一
義
で
、「
絶
対
に
他
者
に

拘
束
さ
れ
ず
、
暴
制
に
抵
抗
し
、
苛
政
を
拒
絶
し
、
そ
れ
に
よ
り

人
民
の
生
命
を
救
済
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
「
仁

に
他
な
ら
な
い
」と
定
義
づ
け
る
。自
主
自
由
と
儒
教
の
仁
と
は
同

一
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
文
章
の
執
筆
時
期
を
反
映
し
て
、

い
わ
ゆ
る
抵
抗
権
も
仁
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

自
主
自
由
と
儒
教
の
仁
と
が
同
一
で
あ
る
論
拠
と
し
て
示
さ
れ

る
の
が
『
論
語
』
の
引
用
Ｂ
・
Ｃ
で
あ
る
。
Ｂ
・
Ｃ
両
句
が
「
不

仁
（
非
道
）
に
対
す
る
徹
底
的
な
（
命
懸
け
の
）
抵
抗
は
仁
の
実

践
で
あ
る
」
と
の
趣
旨
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｄ
「
そ

れ（
仁
）に
よ
っ
て
こ
そ
自
主
自
由
が
完
成
す
る
」は
、
儒
教
の
仁

こ
そ
が
自
主
自
由
や
民
衆
の
権
利
（
と
り
わ
け
抵
抗
権
）

を
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梅
崖
の
描
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
「
自
由
郷
」
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
傍

線
Ａ
「
官
吏
は
お
ら
ず
法
禁
も
無
く
（
官
無
く
吏
無
く
、
法
禁
無

く
）」、
Ｃ
「
か
つ
て
役
所
を
設
け
た
が
、
そ
の
弊
害
に
耐
え
ら
れ

ず
、
今
で
は
廃
止
し
て
久
し
い
（
嘗
て
官
治
を
設
く
る
も
、
然
も

其
の
弊
に
勝
へ
ず
、
故
に
今
廢
し
て
已
に
久
し
）」、
Ｅ
「
役
所
や

法
禁
が
無
く
て
も
よ
い
（
能
く
官
治
法
禁
無
き
な
り
）」
と
繰
り

返
さ
れ
る
、
政
府
・
役
所
・
役
人
・
刑
法
禁
令
の
な
い
無
政
府
社

会
で
あ
る
。

統
治
の
た
め
の
組
織
や
制
度
の
な
い
こ
の
豊
か
な
農
村
共
同
体

は
、「
天
下
を
公
と
為
し
、
賢
を
選
び
能
を
與あ

げ
」（『
礼
記
』
礼

運
篇
）
と
す
る
儒
家
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
「
大
同
世
界
」
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
。
む
し
ろ
、「
其
の
国
に
師
長
無
く
、
自
然
な
る
の
み
」

（『
列
子
』
黄
帝
篇
）
と
い
っ
た
原
始
共
同
体
を
理
想
と
す
る
道
家

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
梅
崖
自
身
が
Ｆ
「
道

家
・
神
仙
の
世
界
と
は
全
く
違
う
（
黄
老
神
仙
と
自
ら
逕
庭
有

り
）」
と
い
う
よ
う
に
、
単
な
る
原
始
自
然
状
態
で
は
な
い
。
梅

崖
の
自
由
郷
は
あ
く
ま
で
、
従
来
の
役
所
や
役
人
に
弊
害
が
生

じ
、
そ
れ
を
廃
止
し
た
結
果
の
無
政
府
社
会
で
あ
る
。
梅
崖
の
民

権
論
の
用
語
で
い
え
ば
、「
持
て
合
ひ
の
権
」
に
よ
っ
て
設
け
ら

れ
た
政
府
・
役
人
な
ど
の
統
治
機
構
が
弊
害
を
来
た
し
た
た
め
、

抵
抗
権
を
行
使
し
て
そ
の
弊
害
を
是
正
し
た
結
果
、「
性
得
の
権

（
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
平
等
）」
を
回
復
し
え
た
理
想
状
態
、
言

わ
ば
、
革
命
に
よ
っ
て
実
現
し
た
無
政
府
主
義
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で

あ
る
。
梅
崖
の
描
い
た
「
自
由
郷
」
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
儒
家

や
道
家
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
は
異
な
る
（
注
21
）
、
近
代
自
由
民
権
思
想

の
究
極
と
し
て
の
新
し
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
。

こ
の
自
由
郷
で
は
無
政
府
社
会
に
お
い
て
性
得
の
権
が
保
た
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
Ｄ
「
仁
の
作
用
は
忠
恕
、
平
等

化
に
適
し
て
階
級
化
に
は
不
向
き
（
仁
は
忠
恕
を
以
て
用
と
爲

す
。
是
れ
等
夷
に
宜
し
く
、
尊
卑
に
宜
し
か
ら
ず
）」、
Ｅ
「〔
人

情
が
穏
和
で
政
府
法
制
が
不
要
な
の
も
〕
み
な
仁
恕
の
効
用
に
よ

る
（
皆 

仁
恕
の
効
に
出
づ
）」
と
い
う
よ
う
な
、「
仁
」「
仁
恕
」

が
機
能
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
梅
崖
か
ら
見
て
、
儒
教
の
仁
は

近
代
民
主
主
義
が
理
想
と
す
る
自
由
平
等
の
社
会
を
形
成
す
る
調

整
秩
序
の
原
理
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
自
由
郷
を
作
り
上
げ
た
住
人
た
ち
の
事
績
を
確
認
し

て
お
く
。
歴
史
的
具
体
的
な
事
績
か
ら
、
梅
崖
が
自
由
民
権
の
獲

得
に
ど
ん
な
思
想
や
行
動
を
期
待
し
た
か
が
浮
か
び
上
が
ろ
う
。

最
初
の
登
場
人
物
の
陶
淵
明
（
三
六
五
～
四
二
七
？
）
は
、
周
知

の
よ
う
に
官
職
を
辞
し
隠
士
と
し
て
生
き
た
自
由
人
で
、
彭
沢
令

に
在
任
中
、
監
察
官
を
正
装
で
迎
え
る
慣
例
に
、「
僅
か
な
俸
禄

の
為
に
郷
里
の
若
造
に
腰
を
折
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
（
我
豈
に

能
く
五
斗
米
の
為
に
腰
を
折
り
郷
里
の
小
兒
に
向
は
ん
や
）」（
蕭

統
「
陶
淵
明
伝
」）
と
嘆
い
て
辞
職
し
た
。「
抵
抗
」
と
い
う
ほ
ど

（ 48 ）



積
極
的
な
行
動
は
伴
わ
な
か
っ
た
点
は
、「
自
由
郷
記
」
中
で

ユ
ー
モ
ラ
ス
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
淵
明
宅
で
の
宴
会
に
集
ま
っ
た
の
が
傍
線
Ｂ
の
面
々
で

あ
る
。
弊
害
を
来
た
し
た
政
府
の
廃
止
、
自
由
平
等
の
実
現
に
果

た
す
仁
の
効
用
を
説
い
た
の
は
彼
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
李
膺

（
一
一
一
～
一
六
九
）、
范
滂
（
一
三
七
～
一
六
九
）
は
、
後
漢
末

に
宦
官
（
濁
流
）
の
専
横
専
権
に
抵
抗
し
た
清
流
官
僚
、
郭
泰

（
一
二
八
～
一
六
九
）
は
彼
ら
と
同
時
期
の
太
学
生
で
（
注
22
）
、「
清

議
」（
清
廉
な
政
論
）
に
よ
っ
て
多
く
の
清
流
士
人
と
交
際
し
連

携
し
た
（
注
23
）
。

当
時
の
清
流
官
僚
や
そ
の
予
備
軍
で
あ
る
太
学
生
は
、
自
ら
清

廉
潔
白
に
務
め
る
と
と
も
に
相
互
に
顕
彰
し
合
い
、
全
国
的
な
輿

論
を
形
成
し
て
「
三
君
」「
八
俊
」「
八
顧
」
な
ど
名
士
の
格
付
け

も
行
わ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
自
由
郷
の
住
人
の
李
膺
、
范
滂
、
郭

泰
や
、
第
一
章
で
梅
崖
が
張
謇
と
の
対
談
で
挙
げ
た
杜
密
（
？
～

一
六
九
）
や
陳
蕃
（
？
～
一
八
八
）
の
名
前
が
見
え
、
彼
ら
の
声

望
の
高
さ
が
わ
か
る
。

宦
官
の
専
横
専
権
に
対
す
る
彼
ら
清
流
士
人
の
抵
抗
の
基
盤
に

あ
っ
た
の
が
儒
教
理
念
で
あ
る
（
注
24
）
。
例
え
ば
范
曄
『
後
漢
書
』

は
陳
蕃
に
対
す
る
総
評
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

〔
陳
蕃
が
宦
官
の
弾
圧
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
理
由
は
〕
世
を

捨
て
て
隠
遁
す
る
こ
と
は
義
で
は
な
い
と
考
え
、
そ
れ
ゆ
え

に
し
ば
し
ば
退
け
ら
れ
て
も
官
界
を
去
る
こ
と
な
く
、
仁
の

心
を
自
分
の
任
務
と
し
て
、
道
は
遠
く
て
も
い
よ
い
よ
励
ん

だ
。（
以
遯
世
為
非
義
、
故
屢
退
而
不
去
、
以
仁
心
爲
己
任
、

雖
道
遠
而
彌
厲
。）（
范
曄
『
後
漢
書
』
陳
蕃
伝
論
賛
）

す
な
わ
ち
、
濁
流
派
に
対
す
る
陳
蕃
の
命
を
か
け
た
抵
抗
・
闘
争

は
、
彼
の
「
義
」「
仁
」
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
党
錮
の
犠
牲
に
な
っ
た
李
膺
や
范
滂
ら
清
流
士
人
た
ち

の
事
績
に
関
連
し
て
范
曄
は
、

〔
孔
子
は
〕
春
秋
末
に
世
は
乱
れ
、
王
道
は
廃
れ
た
と
は
い

え
、
そ
れ
で
も
仁
の
力
を
借
り
て
自
ら
の
務
め
を
尽
く
し
、

義
に
基
づ
い
て
功
績
を
成
就
し
た
。（
叔
末
澆
訛
、
王
道
陵

缺
、
而
猶
假
仁
以
效
己
、
憑
義
以
濟
功
。）（
范
曄
『
後
漢

書
』
党
錮
伝
序
）

と
し
、
こ
の
孔
子
の
教
え
に
基
づ
く
「
仁
」「
義
」
の
行
動
を
、

後
漢
末
に
お
い
て
先
鋭
的
に
実
行
し
た
の
が
清
流
士
人
た
ち
だ
と

述
べ
る
。
自
由
平
等
の
理
想
郷
を
作
る
に
は
、
清
流
士
人
の
よ
う

な
、
清
廉
潔
白
で
仁
義
に
基
づ
く
果
敢
な
行
動
が
重
要
だ
と
、
梅

崖
は
見
て
い
た
と
い
え
る
。

さ
て
傍
線
Ｂ
の
残
り
の
、
パ
ト
リ
ッ
ク
ヘ
ン
リ
ー
（
巴
的
歴
顯

理
）、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
（
盧
篦
斯
毘
亞
）、
ア
ベ
・
シ
ェ
イ
エ
ス

（
鄂
靶
恕
）
の
事
績
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
パ
ト
リ
ッ
ク
ヘ
ン

リ
ー
（Patrick	H

enry	

一
七
三
六
～
九
九
）
は
、「
我
に
自
由

梅
崖
の
描
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
「
自
由
郷
」
で
強
調
さ
れ
る
の
は
、
傍

線
Ａ
「
官
吏
は
お
ら
ず
法
禁
も
無
く
（
官
無
く
吏
無
く
、
法
禁
無

く
）」、
Ｃ
「
か
つ
て
役
所
を
設
け
た
が
、
そ
の
弊
害
に
耐
え
ら
れ

ず
、
今
で
は
廃
止
し
て
久
し
い
（
嘗
て
官
治
を
設
く
る
も
、
然
も

其
の
弊
に
勝
へ
ず
、
故
に
今
廢
し
て
已
に
久
し
）」、
Ｅ
「
役
所
や

法
禁
が
無
く
て
も
よ
い
（
能
く
官
治
法
禁
無
き
な
り
）」
と
繰
り

返
さ
れ
る
、
政
府
・
役
所
・
役
人
・
刑
法
禁
令
の
な
い
無
政
府
社

会
で
あ
る
。

統
治
の
た
め
の
組
織
や
制
度
の
な
い
こ
の
豊
か
な
農
村
共
同
体

は
、「
天
下
を
公
と
為
し
、
賢
を
選
び
能
を
與あ

げ
」（『
礼
記
』
礼

運
篇
）
と
す
る
儒
家
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
「
大
同
世
界
」
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
。
む
し
ろ
、「
其
の
国
に
師
長
無
く
、
自
然
な
る
の
み
」

（『
列
子
』
黄
帝
篇
）
と
い
っ
た
原
始
共
同
体
を
理
想
と
す
る
道
家

の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
梅
崖
自
身
が
Ｆ
「
道

家
・
神
仙
の
世
界
と
は
全
く
違
う
（
黄
老
神
仙
と
自
ら
逕
庭
有

り
）」
と
い
う
よ
う
に
、
単
な
る
原
始
自
然
状
態
で
は
な
い
。
梅

崖
の
自
由
郷
は
あ
く
ま
で
、
従
来
の
役
所
や
役
人
に
弊
害
が
生

じ
、
そ
れ
を
廃
止
し
た
結
果
の
無
政
府
社
会
で
あ
る
。
梅
崖
の
民

権
論
の
用
語
で
い
え
ば
、「
持
て
合
ひ
の
権
」
に
よ
っ
て
設
け
ら

れ
た
政
府
・
役
人
な
ど
の
統
治
機
構
が
弊
害
を
来
た
し
た
た
め
、

抵
抗
権
を
行
使
し
て
そ
の
弊
害
を
是
正
し
た
結
果
、「
性
得
の
権

（
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
由
平
等
）」
を
回
復
し
え
た
理
想
状
態
、
言

わ
ば
、
革
命
に
よ
っ
て
実
現
し
た
無
政
府
主
義
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
で

あ
る
。
梅
崖
の
描
い
た
「
自
由
郷
」
は
、
中
国
の
伝
統
的
な
儒
家

や
道
家
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
は
異
な
る

、
近
代
自
由
民
権
思
想

の
究
極
と
し
て
の
新
し
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
。

こ
の
自
由
郷
で
は
無
政
府
社
会
に
お
い
て
性
得
の
権
が
保
た
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
Ｄ
「
仁
の
作
用
は
忠
恕
、
平
等

化
に
適
し
て
階
級
化
に
は
不
向
き
（
仁
は
忠
恕
を
以
て
用
と
爲

す
。
是
れ
等
夷
に
宜
し
く
、
尊
卑
に
宜
し
か
ら
ず
）」、
Ｅ
「〔
人

情
が
穏
和
で
政
府
法
制
が
不
要
な
の
も
〕
み
な
仁
恕
の
効
用
に
よ

る
（
皆 

仁
恕
の
効
に
出
づ
）」
と
い
う
よ
う
な
、「
仁
」「
仁
恕
」

が
機
能
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
梅
崖
か
ら
見
て
、
儒
教
の
仁
は

近
代
民
主
主
義
が
理
想
と
す
る
自
由
平
等
の
社
会
を
形
成
す
る
調

整
秩
序
の
原
理
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
自
由
郷
を
作
り
上
げ
た
住
人
た
ち
の
事
績
を
確
認
し

て
お
く
。
歴
史
的
具
体
的
な
事
績
か
ら
、
梅
崖
が
自
由
民
権
の
獲

得
に
ど
ん
な
思
想
や
行
動
を
期
待
し
た
か
が
浮
か
び
上
が
ろ
う
。

最
初
の
登
場
人
物
の
陶
淵
明
（
三
六
五
～
四
二
七
？
）
は
、
周
知

の
よ
う
に
官
職
を
辞
し
隠
士
と
し
て
生
き
た
自
由
人
で
、
彭
沢
令

に
在
任
中
、
監
察
官
を
正
装
で
迎
え
る
慣
例
に
、「
僅
か
な
俸
禄

の
為
に
郷
里
の
若
造
に
腰
を
折
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
（
我
豈
に

能
く
五
斗
米
の
為
に
腰
を
折
り
郷
里
の
小
兒
に
向
は
ん
や
）」（
蕭

統
「
陶
淵
明
伝
」）
と
嘆
い
て
辞
職
し
た
。「
抵
抗
」
と
い
う
ほ
ど
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を
与
え
よ
。
し
か
ら
ず
ん
ば
死
を
与
え
よ
」
の
演
説
で
知
ら
れ
る

ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
指
導
者
。ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル（Robespierre	

一
七
五
八
～
九
四
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
政
治
家
で
、
三
部

会
、
国
民
議
会
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
革
命
の

徹
底
遂
行
を
主
張
し
た
急
進
的
な
革
命
指
導
者
。
ア
ベ
・
シ
ェ
イ

エ
ス
（A

bbeSieyes	
一
七
四
八
～
一
八
三
六
）
も
、
フ
ラ
ン
ス

の
聖
職
者
出
身
の
革
命
政
治
家
で
、『
第
三
身
分
と
は
何
か
』
を

執
筆
し
、
特
権
身
分
（
聖
職
者
、
貴
族
）
を
攻
撃
し
、
第
三
身
分

（
農
民
、
市
民
）
こ
そ
が
全
て
で
あ
る
と
主
張
し
た
理
論
的
指
導

者
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
十
八
世
紀
後
半
の
近
代
民
主
主
義

革
命
を
指
導
し
た
志
士
た
ち
で
あ
る
。

彼
ら
自
由
郷
の
住
民
た
ち
は
、
梅
崖
に
お
け
る
自
由
民
権
の
思

想
と
儒
教
と
の
関
係
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梅
崖

に
と
っ
て
、
パ
ト
リ
ッ
ク
ヘ
ン
リ
ー
ら
自
由
民
権
を
求
め
て
立
ち

上
が
っ
た
革
命
指
導
者
た
ち
と
、
儒
教
理
念
を
基
盤
に
濁
流
に
抵

抗
し
た
後
漢
末
の
清
流
士
人
た
ち
と
は
、
同
等
の
関
係
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
儒
教
理
念
に
基
づ
く
専
制
政
治
へ
の

抵
抗
は
、
自
由
民
権
を
求
め
た
近
代
民
主
主
義
革
命
と
同
等
の
行

動
と
見
な
さ
れ
た
。
自
由
郷
を
形
成
す
る
原
理
と
し
て
強
調
さ
れ

た
儒
教
の
「
仁
」
は
、
近
代
的
な
自
由
民
権
を
実
現
す
る
原
理
で

も
あ
っ
た
。

四　

梅
崖
の
「
仁
」
―
そ
の
儒
教
観
の
一
端
と
し
て
―

前
章
ま
で
、
梅
崖
が
近
代
思
想
の
概
念
で
あ
る
「
自
由
」「
民

権
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ
れ
が
儒
教
と
ど
う
関
連
し
て
い
た

の
か
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
梅
崖
は
近
代
思
想
の
自
由
民
権

に
相
当
す
る
概
念
を
儒
教
思
想
に
見
出
し
（
仁
義
な
ど
）、
そ
れ

に
よ
っ
て
自
由
民
権
を
実
現
す
る
道
を
示
す
と
い
っ
た
、
い
わ
ば

近
代
自
由
民
権
思
想
に
儒
教
思
想
の
根
底
を
与
え
る
形
で
両
思
想

の
同
一
性
を
提
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

梅
崖
に
お
け
る
自
由
民
権
思
想
と
儒
教
と
の
関
係
性
に
関
す
る

先
行
研
究
に
、
久
木
幸
男
「
明
治
儒
教
と
教
育
︱
１
８
８
０
年
代

を
中
心
に
︱
」（
一
九
九
〇
）、
お
よ
び
久
木
「
民
権
派
儒
学
者
山

本
梅
崖
に
つ
い
て
︱
そ
の
思
想
形
成
を
中
心
に
」（
一
九
八
八
）

が
あ
る
（
注
25
）
。
久
木
（
一
九
八
八
）
は
、
梅
崖
の
蔵
書
を
通
じ
て
、

梅
崖
の
儒
学
の
中
心
が
家
学
の
復
古
学
（
徂
徠
・
春
台
の
学
）
に

あ
り
、
復
古
学
中
心
の
学
習
が
歴
史
と
政
治
へ
関
心
を
強
化
し
、

過
去
の
歴
史
と
現
在
の
政
治
と
を
関
連
付
け
る
経
書
解
読
法
と

な
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
復
古
学
的
な
経
書
解
読
法
の
土
台
の
上

に
民
権
思
想
へ
の
開
眼
が
可
能
に
な
っ
た
と
し
、
梅
崖
の
著
『
慷

慨
憂
国
論
』「
自
由
解
」「
自
由
郷
記
」
に
窺
え
る
儒
教
思
想
と
の

接
点
を
指
摘
す
る
。
ま
た
久
木
（
一
九
九
〇
）
は
、
梅
崖
の
『
慷

（ 50 ）



慨
憂
国
論
』
の
民
権
思
想
を
分
析
し
た
上
で
、
梅
崖
が
儒
教
経
典

に
民
権
思
想
が
内
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
例
を
挙
げ
（
注
26
）
、

「〔
梅
崖
が
〕
儒
教
古
典
に
み
え
る
民
主
主
義
的
側
面
の
抽
出
に
努

め
る
と
と
も
に
」「
儒
教
思
想
と
民
権
思
想
と
の
接
続
性
が
、
相

当
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
」（
二
六
八
頁
）
こ
と
を
明
か
に

し
た
。
こ
れ
ら
久
木
論
考
は
、
梅
崖
の
民
権
思
想
に
果
た
し
た
儒

学
思
想
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
、
先
駆
的
で
核
心
を
つ
い
た
重

要
な
研
究
で
あ
る
。

た
だ
し
、
な
お
思
想
史
上
の
課
題
と
し
て
残
る
の
が
、
民
権
派

儒
学
者
の
梅
崖
に
対
し
て
日
本
儒
学
思
想
史
の
観
点
か
ら
す
る

「
儒
学
者
」
の
面
の
検
討
で
あ
る
。
儒
学
者
梅
崖
が
近
代
民
主
主

義
思
想
の
土
台
に
据
え
た
儒
教
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
︱
朱
子
学
や
徂
徠
学
（
古
学
）
な
ど
伝
統
儒
教
や
自
由
民
権

な
ど
近
代
政
治
思
想
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
と
い
っ
た
、
日

本
儒
学
史
の
近
代
的
展
開
と
し
て
の
「
民
権
派
儒
学
者
・
梅
崖
の

儒
学
観
」
の
検
討
で
あ
る
。
久
木
論
考
も
こ
の
方
面
に
つ
い
て
若

干
言
及
す
る
が
、
断
片
的
で
あ
る
た
め
儒
学
観
と
い
っ
た
一
定
の

構
造
的
な
考
察
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
本

章
で
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
梅
崖
の

主
著
『
論
語
私
見
』
に
基
づ
き
、儒
教
の
主
要
概
念
で
あ
る
「
仁
」

に
つ
い
て
の
梅
崖
の
解
釈
を
検
討
し
、
梅
崖
の
儒
教
観
の
一
端
を

明
ら
か
に
し
た
い
。

た
だ
し
、
紙
幅
の
関
係
で
梅
崖
の
儒
教
観
の
全
般
を
論
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
前
述
の
「
自
由
解
」
に
お
い
て
、
自

由
自
主
を
説
明
し
て
こ
れ
に
根
底
を
与
え
た
『
論
語
』
の
Ｂ
・
Ｃ

二
章
に
対
す
る
梅
崖
の
解
釈
を
取
り
上
げ
、
そ
の
伝
統
的
な
解
釈

と
の
違
い
を
示
し
た
い
。

ま
ず
Ｂ
「
不
仁
を
惡
む
者
は
其
れ
仁
を
爲
す
。
不
仁
者
を
し
て

其
の
身
に
加
へ
し
め
ず
。」
は
、『
論
語
』
里
仁
篇
の
一
節
で
あ

る
。
こ
れ
を
朱
熹
の
解
釈
で
は
、「〔
不
仁
を
悪
む
者
が
仁
を
行
う

方
法
は
、〕
必
ず
能
く
不
仁
の
事
を
絕
ち
去
り
て
、
少
し
も
其
の

身
に
及
ぶ
こ
と
有
ら
し
め
ず
。
此
れ
皆 

德
を
成
す
の
事
な
り
。

（
必
能
絕
去
不
仁
之
事
、
而
不
使
少
有
及
於
其
身
。
此
皆
成
德
之

事
）。」
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
不
仁
の
事
と
の
関
係
を
断

ち
切
っ
て
我
が
身
に
寄
せ
付
け
ず
に
徳
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
」、

す
な
わ
ち
「
非
道
を
拒
絶
す
る
高
潔
な
道
徳
的
態
度
」
こ
そ
が

「
仁
」
の
行
為
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
梅
崖
は
、「
ク
ド
ク
ド
と
弁
を
費
や
し
な
が
ら
、

み
な
誤
解
だ
（
呶
呶
費
辯
而
悉
失
）」
と
酷
評
し
た
上
で
、
次
の

よ
う
に
解
釈
す
る
。

「
加
」
と
は
陵
犯
な
り
、
陵
辱
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
不

仁
を
惡
む
者
は
其
れ
必
ず
能
く
仁
を
爲
す
。
何
と
な
れ
ば
不

仁
者
を
し
て
其
の
身
を
陵
犯
せ
し
め
ざ
れ
ば
な
り
。
下

句 

上
句
を
倒
註
す
。
蓋
し
不
仁
を
惡
む
の
餘
り
、
能
く
不

を
与
え
よ
。
し
か
ら
ず
ん
ば
死
を
与
え
よ
」
の
演
説
で
知
ら
れ
る

ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
指
導
者
。ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル（Robespierre	

一
七
五
八
～
九
四
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
政
治
家
で
、
三
部

会
、
国
民
議
会
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
革
命
の

徹
底
遂
行
を
主
張
し
た
急
進
的
な
革
命
指
導
者
。
ア
ベ
・
シ
ェ
イ

エ
ス
（A

bbeSieyes	

一
七
四
八
～
一
八
三
六
）
も
、
フ
ラ
ン
ス

の
聖
職
者
出
身
の
革
命
政
治
家
で
、『
第
三
身
分
と
は
何
か
』
を

執
筆
し
、
特
権
身
分
（
聖
職
者
、
貴
族
）
を
攻
撃
し
、
第
三
身
分

（
農
民
、
市
民
）
こ
そ
が
全
て
で
あ
る
と
主
張
し
た
理
論
的
指
導

者
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
十
八
世
紀
後
半
の
近
代
民
主
主
義

革
命
を
指
導
し
た
志
士
た
ち
で
あ
る
。

彼
ら
自
由
郷
の
住
民
た
ち
は
、
梅
崖
に
お
け
る
自
由
民
権
の
思

想
と
儒
教
と
の
関
係
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
梅
崖

に
と
っ
て
、
パ
ト
リ
ッ
ク
ヘ
ン
リ
ー
ら
自
由
民
権
を
求
め
て
立
ち

上
が
っ
た
革
命
指
導
者
た
ち
と
、
儒
教
理
念
を
基
盤
に
濁
流
に
抵

抗
し
た
後
漢
末
の
清
流
士
人
た
ち
と
は
、
同
等
の
関
係
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
儒
教
理
念
に
基
づ
く
専
制
政
治
へ
の

抵
抗
は
、
自
由
民
権
を
求
め
た
近
代
民
主
主
義
革
命
と
同
等
の
行

動
と
見
な
さ
れ
た
。
自
由
郷
を
形
成
す
る
原
理
と
し
て
強
調
さ
れ

た
儒
教
の
「
仁
」
は
、
近
代
的
な
自
由
民
権
を
実
現
す
る
原
理
で

も
あ
っ
た
。
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さ
れ
、
自
由
民
権
を
実
現
す
る
に
は
儒
教
の
仁
が
行
動
原
理
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
す
る
、
政
治
・
社
会
に
お
け
る
仁
の
実
践
的
な

性
格
が
確
認
で
き
た
。
最
後
に
梅
崖
の
主
著
『
論
語
私
見
』
に
お

け
る
「
仁
」
解
釈
を
考
察
し
、
政
治
・
社
会
に
お
け
る
行
動
・
実

践
を
強
調
す
る
、
一
種
ラ
ジ
カ
ル
な
抵
抗
権
に
通
じ
る
梅
崖
の

「
仁
」
は
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』
に
基
づ
く
経
学
的
な
営
為
の
帰

結
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

梅
崖
の
儒
教
は
、
西
洋
の
自
由
自
主
と
い
っ
た
概
念
を
解
説
す

る
た
め
に
儒
教
経
典
の
一
節
を
援
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
西
洋

近
代
思
想
の
補
助
的
な
役
割
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
西
洋

近
代
思
想
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
を
吸
収
融
合
し
て
生
み
出
さ
れ
た

近
代
的
な
儒
教
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
本
稿
で
示
し

た
方
向
に
沿
い
、
別
稿
に
お
い
て
『
論
語
私
見
』
に
見
え
る
梅
崖

の
儒
教
観
の
体
系
的
な
考
察
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

［
付
記
］
本
稿
は
二
〇
一
七
年
十
月
二
十
九
日
に
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
浙
江
と
東
ア
ジ
ア

︱
新
史
料
と
新
視
点

︱
」
で
行
っ
た
発
表
「
自

由
民
権
派
の
儒
学
者
山
本
梅
崖
と
変
法
維
新
派

︱
梅
崖
の
自
由
観
と

そ
の
経
学
的
根
拠

︱
」
に
加
筆
修
正
し
た
拙
稿
「
山
本
梅
崖
的
自
由

民
権
思
想
与
儒
教

︱
以
与
清
末
変
法
派
人
物
的
交
流
為
線
索

︱
」

（
王
宝
平
主
編
『
浙
江
与
東
亜

︱
新
史
料
与
新
視
点
』
社
会
科
学
出
版

社
、
二
〇
一
九
年
六
月
刊
行
予
定
、
所
収
）
の
日
本
語
版
で
あ
る
。
本

仁
者
を
抗
拒

4

4

し
て
、
其
を
し
て
己
を
陵
犯
せ
し
め
ず
。
其
の

人
既
に
此
く
の
如
し
、
故
に
必
ず
能
く
自
ら
力
を
用
ひ
て
仁

を
爲
す
。

（「
加
」
陵
犯
也
、
陵
辱
也
。
言
惡
不
仁
者
其
必
能
爲
仁
矣
。

何
則
不
使
不
仁
者
陵
犯
於
其
身
也
。
下
句
倒
註
上
句
。
蓋
惡

不
仁
之
餘
、
能
抗
拒
不
仁
者
、
不
使
其
陵
犯
於
己
。
其
人
既

如
此
、
故
必
能
自
用
力
而
爲
仁
矣
。）

傍
線
部
の
表
現
に
注
目
す
れ
ば
、「
己
を
陵
辱
し
侵
害
す
る
不
仁

者
に
対
し
て
抵
抗
・
拒
絶
す
る
こ
と
」
す
な
わ
ち
「
不
当
な
干
渉

侵
犯
に
抵
抗
す
る
社
会
政
治
的
行
為
」
こ
そ
が
「
仁
」
の
行
為
と

す
る
。
こ
れ
は
、
個
人
的
な
道
徳
性
の
完
成
を
主
眼
と
し
た
朱
熹

の
解
釈
に
比
べ
、
ま
た
孔
安
国
の
解
釈
「
能
く
不
仁
者
を
し
て
非

義
を
己
れ
に
加
へ
ざ
ら
し
む
」
を
支
持
す
る
に
止
ま
る
徂
徠
の
解

釈
に
比
べ
て
も
、
政
治
社
会
色
の
強
い
ラ
ジ
カ
ル
で
行
動
的
な
解

釈
な
の
は
明
ら
か
で
、
い
わ
ば
近
代
自
由
民
権
思
想
の
抵
抗
権
に

通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
Ｃ
「
志
士
仁
人
は
、
生
を
求
め
て
以
て
仁
を
害
す
る
こ
と

無
し
、
身
を
殺
し
て
以
て
仁
を
成
す
こ
と
有
り
。」（『
論
語
』
衛

霊
公
篇
）
に
つ
い
て
、
朱
子
は
、「
志
士
と
は
志
有
る
の
士
、
仁

人
は
德
を
成
せ
る
人
な
り
。
理
と
し
て
當
に
死
す
べ
く
し
て
生
を

求
む
れ
ば
、
則
ち
其
の
心
に
於
い
て
安
か
ら
ざ
る
有
り
。
是
れ
其

の
心
の
德
を
害
す
る
な
り
。
當
に
死
す
べ
く
し
て
死
す
れ
ば
、
則

ち
心
安
く
し
て
德
完
し
（
志
士
有
志
之
士
、
仁
人
則
成
德
之
人

也
。
理
當
死
而
求
生
、
則
於
其
心
有
不
安
矣
。
是
害
其
心
之
德

也
。
當
死
而
死
、
則
心
安
而
德
全
矣
）。」
と
解
釈
す
る
。
こ
れ

は
、
志
士
仁
人
の
心
（
精
神
）
と
徳
（
人
格
）
と
の
あ
り
方
に
主

眼
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

梅
崖
は
こ
の
朱
子
の
解
釈
に
対
し
て
「
痴
人
説
夢
」
と
一
蹴

し
、「
朱
子
は
平
生
『
仁
』
を
『
心
の
徳
』
と
考
え
て
い
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
牽
強
付
会
な
解
釈
と
な
る
。『
志
士
仁
人
』
は
そ
の

よ
う
に
迂
遠
で
あ
ろ
う
か
（
朱
子
平
生
以
仁
爲
心
之
德
。
故
爲
牽

強
如
此
解
。
志
士
仁
人
、
豈
如
此
迂
遠
哉
）。」
と
批
判
す
る
。
こ

こ
に
も
梅
崖
の
「
仁
」
の
、
朱
子
の
精
神
論
的
理
解
の
対
極
に
あ

る
実
践
論
的
な
性
格
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
て
示
さ
れ
る
梅
崖

の
解
釈
が
以
下
で
あ
る
。

生
く
れ
ば
則
ち
仁
を
害
し
、
死
せ
ば
則
ち
仁
を
成
す
に
、
志

士
仁
人
は
、
敢
へ
て
苟
く
も
生
き
ず
、
身
を
以
て
之
に
死
す

る
な
り
。
此
れ
孟
子
の
「
生
も
亦
た
我
の
欲
す
る
所
な
り
、

義
も
亦
た
我
の
欲
す
る
所
な
り
」
の
章
と
、
互
ひ
に
相
發
明

す
。

（
生
則
害
仁
、
死
則
成
仁
、
志
士
仁
人
、
不
敢
苟
生
、
以
身

死
之
也
。
此
與
孟
子
「
生
亦
我
所
欲
也
、
義
亦
我
所
欲
也
」

章
、
互
相
發
明
。）
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注
目
す
べ
き
は
、
徂
徠
が
仁
斎
を
支
持
し
て
「
君
子
仁
を
去
り

て
悪
く
に
か
名
を
成
さ
ん
」（『
論
語
』
里
仁
篇
）
と
関
連
づ
け
る

の
に
対
し
、
梅
崖
が
『
孟
子
』
告
子
篇
上
の
一
章
と
関
連
づ
け
、

生
死
を
か
け
て
仁
を
実
践
す
る
行
動
重
視
の
解
釈
を
す
る
点
で
あ

る
。
儒
教
経
典
の
解
釈
学
「
経
学
」
の
本
質
は
経
典
内
の
言
説
を

齟
齬
な
く
解
釈
し
、
さ
ら
に
は
他
の
経
典
の
内
容
と
有
機
的
に
関

連
づ
け
、
体
系
的
な
見
方
・
世
界
（
経
書
観
、
儒
教
観
）
を
示
す

こ
と
で
あ
る
。『
論
語
』
と
『
孟
子
』
と
を
関
連
さ
せ
、
儒
教
の

「
仁
」
の
も
つ
社
会
正
義
の
実
践
性
を
強
調
し
た
梅
崖
の
こ
の
解

釈
は
、
経
学
的
な
営
為
の
帰
結
と
し
て
の
彼
の
儒
教
観
（
そ
の
一

端
と
し
て
の
仁
観
）
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
変
法
派
士
人
と
の
対
話
か

ら
、
梅
崖
の
革
新
的
で
行
動
的
な
儒
教
観
が
窺
え
、
そ
れ
が
反
朱

子
学
の
徂
徠
学
に
由
来
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。
次
に
梅
崖
の

自
由
民
権
思
想
の
骨
格
を
示
す
『
慷
慨
憂
国
論
』
に
は
、
天
賦
人

権
、
幸
福
追
求
、
社
会
契
約
、
抵
抗
権
な
ど
の
近
代
自
由
民
権
思

想
を
、「
性
得
の
権
」「
持
て
合
い
の
権
」
と
い
っ
た
概
念
で
消
化

吸
収
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、「
自
由
解
」「
自
由

郷
記
」
に
お
い
て
は
、
梅
崖
の
自
由
民
権
思
想
と
儒
教
と
が
接
合

さ
れ
、
自
由
民
権
を
実
現
す
る
に
は
儒
教
の
仁
が
行
動
原
理
と
し

て
有
効
で
あ
る
と
す
る
、
政
治
・
社
会
に
お
け
る
仁
の
実
践
的
な

性
格
が
確
認
で
き
た
。
最
後
に
梅
崖
の
主
著
『
論
語
私
見
』
に
お

け
る
「
仁
」
解
釈
を
考
察
し
、
政
治
・
社
会
に
お
け
る
行
動
・
実

践
を
強
調
す
る
、
一
種
ラ
ジ
カ
ル
な
抵
抗
権
に
通
じ
る
梅
崖
の

「
仁
」
は
、『
論
語
』
や
『
孟
子
』
に
基
づ
く
経
学
的
な
営
為
の
帰

結
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

梅
崖
の
儒
教
は
、
西
洋
の
自
由
自
主
と
い
っ
た
概
念
を
解
説
す

る
た
め
に
儒
教
経
典
の
一
節
を
援
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
西
洋

近
代
思
想
の
補
助
的
な
役
割
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
西
洋

近
代
思
想
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
を
吸
収
融
合
し
て
生
み
出
さ
れ
た

近
代
的
な
儒
教
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
本
稿
で
示
し

た
方
向
に
沿
い
、
別
稿
に
お
い
て
『
論
語
私
見
』
に
見
え
る
梅
崖

の
儒
教
観
の
体
系
的
な
考
察
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

［
付
記
］
本
稿
は
二
〇
一
七
年
十
月
二
十
九
日
に
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
浙
江
と
東
ア
ジ
ア

︱
新
史
料
と
新
視
点

︱
」
で
行
っ
た
発
表
「
自

由
民
権
派
の
儒
学
者
山
本
梅
崖
と
変
法
維
新
派

︱
梅
崖
の
自
由
観
と

そ
の
経
学
的
根
拠

︱
」
に
加
筆
修
正
し
た
拙
稿
「
山
本
梅
崖
的
自
由

民
権
思
想
与
儒
教

︱
以
与
清
末
変
法
派
人
物
的
交
流
為
線
索

︱
」

（
王
宝
平
主
編
『
浙
江
与
東
亜

︱
新
史
料
与
新
視
点
』
社
会
科
学
出
版

社
、
二
〇
一
九
年
六
月
刊
行
予
定
、
所
収
）
の
日
本
語
版
で
あ
る
。
本

ち
心
安
く
し
て
德
完
し
（
志
士
有
志
之
士
、
仁
人
則
成
德
之
人

也
。
理
當
死
而
求
生
、
則
於
其
心
有
不
安
矣
。
是
害
其
心
之
德

也
。
當
死
而
死
、
則
心
安
而
德
全
矣
）。」
と
解
釈
す
る
。
こ
れ

は
、
志
士
仁
人
の
心
（
精
神
）
と
徳
（
人
格
）
と
の
あ
り
方
に
主

眼
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

梅
崖
は
こ
の
朱
子
の
解
釈
に
対
し
て
「
痴
人
説
夢
」
と
一
蹴

し
、「
朱
子
は
平
生
『
仁
』
を
『
心
の
徳
』
と
考
え
て
い
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
牽
強
付
会
な
解
釈
と
な
る
。『
志
士
仁
人
』
は
そ
の

よ
う
に
迂
遠
で
あ
ろ
う
か
（
朱
子
平
生
以
仁
爲
心
之
德
。
故
爲
牽

強
如
此
解
。
志
士
仁
人
、
豈
如
此
迂
遠
哉
）。」
と
批
判
す
る
。
こ

こ
に
も
梅
崖
の
「
仁
」
の
、
朱
子
の
精
神
論
的
理
解
の
対
極
に
あ

る
実
践
論
的
な
性
格
が
見
て
取
れ
る
。
こ
う
し
て
示
さ
れ
る
梅
崖

の
解
釈
が
以
下
で
あ
る
。

生
く
れ
ば
則
ち
仁
を
害
し
、
死
せ
ば
則
ち
仁
を
成
す
に
、
志

士
仁
人
は
、
敢
へ
て
苟
く
も
生
き
ず
、
身
を
以
て
之
に
死
す

る
な
り
。
此
れ
孟
子
の
「
生
も
亦
た
我
の
欲
す
る
所
な
り
、

義
も
亦
た
我
の
欲
す
る
所
な
り
」
の
章
と
、
互
ひ
に
相
發
明

す
。

（
生
則
害
仁
、
死
則
成
仁
、
志
士
仁
人
、
不
敢
苟
生
、
以
身

死
之
也
。
此
與
孟
子
「
生
亦
我
所
欲
也
、
義
亦
我
所
欲
也
」

章
、
互
相
發
明
。）

（ 53 ）



誌
掲
載
に
当
り
紙
数
の
関
係
で
節
略
お
よ
び
修
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。

本
稿
は
平
成
二
十
九
・
三
十
年
度 

日
本
学
術
振
興
会 

科
学
研
究
費
補

助
金 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
近
代
大
阪
の
在
野
儒
学
者
の
経
学
と
社
会
政

治
活
動
」（
課
題
番
号15K

02093

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

（
1
）	

梅
崖
を
「
民
権
派
儒
学
者
」
と
す
る
呼
称
は
久
木
幸
男
「
民
権
派
儒

学
者
山
本
梅
崖
に
つ
い
て
︱
そ
の
思
想
形
成
を
中
心
に
」（『
佛
教
大
学

教
育
学
部
論
集
』
二
号
、
一
九
九
〇
年
）
が
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
青

年
期
に
新
聞
記
者
と
し
て
自
由
民
権
に
奔
走
し
、
三
十
代
後
半
か
ら
反

骨
の
儒
学
者
と
し
て
生
き
た
梅
崖
に
相
応
し
い
呼
称
で
あ
る
と
考
え
る

の
で
、
拙
稿
で
も
襲
用
す
る
。

（
2
）	

大
成
会
の
釈
奠
お
よ
び
梅
崖
の
中
国
旅
行
に
関
す
る
詳
細
は
、
拙
稿

「
大
成
会
の
釈
奠
︱
藤
澤
南
岳
と
山
本
梅
崖
と
︱
」（
吾
妻
重
二
編
著
『
泊

園
書
院
と
漢
学
・
大
阪
・
近
代
日
本
の
水
脈
』、
関
西
大
学
東
西
学
術
研

究
所
、
二
〇
一
七
年
十
月
）
を
参
照
。

（
3
）	

山
本
梅
崖
著『
燕
山
楚
水
紀
遊
』に
関
す
る
主
な
研
究
に
、増
田
渉「
山

本
憲
（
梅
崖
）」（『
関
西
大
学
年
史
紀
要
（
二
）』
一
九
七
六
年
、の
ち
『
西

学
東
漸
と
中
国
事
情
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
）、
遠
藤
光
正
「
山
本

梅
崖
の
見
た
日
清
戦
争
後
の
中
国

︱
『
燕
山
楚
水
紀
遊
』
を
中
心
と

し
て

︱
」（『
東
洋
研
究
』
第
八
十
二
号
、大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、

一
九
八
七
年
）、
張
明
傑
「
明
治
後
期
の
中
国
紀
行

︱
山
本
憲
『
燕
山

楚
水
紀
遊
』
に
つ
い
て
」（Jounal	of	H

osupitality	A
nd	T

ourism
	

V
ol.3,N

o.1	

二
〇
〇
七
年
）、山
本
憲
関
係
資
料
研
究
会
（
代
表 

吉
尾
寛
）

編
『
変
法
派
の
書
簡
と
『
燕
山
楚
水
紀
遊
』

︱
「
山
本
憲
関
係
資
料
」

の
世
界

︱
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。
拙
稿
に
お
け
る

『
燕
山
楚
水
紀
遊
』
の
原
文
は
『
変
法
派
の
書
簡
と
『
燕
山
楚
水
紀
遊
』』

所
載
の
翻
刻
に
基
づ
き
、
現
代
語
訳
も
同
書
の
蔣
海
波
氏
の
訳
を
参
照

し
た
。
な
お
、
文
意
の
補
足
は
〔　

〕
に
括
っ
て
表
示
し
た
。

（
4
）	

呂
順
長
「
山
本
梅
崖
と
汪
康
年
の
交
遊
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

紀
要
』
第
四
十
五
号
（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
は
、
梅
崖
が
旅
行
中
に
交

遊
の
あ
っ
た
中
国
人
を
整
理
し
て
い
る
。

（
5
）	

前
掲
注
３
参
照
。

（
6
）	『
紀
遊
』
十
月
二
十
六
日
条
（
藤
田
豊
八
と
共
に
農
学
館
に
羅
振
玉
を

訪
問
し
て
）：
羅
子
曰
、「
先
生
治
經
學
、
治
如
何
經
、
爲
漢
人
學
乎
、

抑
宋
儒
乎
」。
予
曰
、「
專
從
漢
唐
説
。
敝
國
二
百
年
前
、
有
物
茂
卿
、

太
宰
純
二
人
、排
宋
推
漢
、又
別
開
生
面
、是
弟
平
日
所
宗
也
」。（
中
略
）

予
曰
、「
弟
崇
『
論
語
』、
毎
早
起
、
必
誦
一
二
篇
。
竊
謂
、
聖
門
之
學
、

專
在
經
綸
。
朱
學
極
微
妙
。
極
微
妙
、乃
近
佛
氏
、何
如
」。
羅
子
曰
、「
聖

教
以
倫
常
日
用
、
爲
道
之
所
在
、
而
性
與
天
道
、
則
所
罕
言
。
宋
儒
終

日
談
無
極
太
極
、
幾
置
倫
常
日
用
于
不
論
不
議
之
地
、
此
孔
朱
之
所
由

岐
歟
、
何
如
」。
予
曰
、「（
中
略
）
道
途
險
難
、
至
老
不
倦
。
此
後
學
之

所
當
服
膺
也
。
朱
子
不
知
經
綸
、
其
所
以
陷
於
釋
氏
歟
」。
羅
子
曰
、「
近

東
勝
於
中
國
。
中
國
則
士
氣
排
抑
沮
喪
、
二
三
百
年
矣
」。

（
9
）	

陳
蕃
は
『
後
漢
書
』
第
五
六
、
李
膺
・
杜
密
・
范
滂
は
「
党
錮
列
伝
」

第
五
十
七
に
伝
記
が
あ
る
。

（
10
）	

岡
田
武
彦
『
王
陽
明
と
明
末
の
儒
学 

下
』（
明
徳
出
版
社
・
岡
田
武

彦
全
集
十
一
、
二
〇
〇
四
年
）、
小
野
和
子
『
明
季
党
社
考
︱
東
林
党
と

復
社
︱
』（
同
朋
舎
・
東
洋
史
研
究
叢
刊
之
五
十
、
一
九
九
六
年
）
を
参

照
。

（
11
）	

梅
崖
に
お
け
る
民
権
思
想
と
儒
教
思
想
と
の
関
係
性
を
論
じ
た
研
究

に
、
前
掲
注
１
の
久
木
幸
男
論
考
（
一
九
九
〇
）、
お
よ
び
同
「
明
治
儒

教
と
教
育
︱
１
８
８
０
年
代
を
中
心
に
︱
」（『
横
浜
国
立
大
学
教
育
紀

要
』
第
二
十
八
集
、
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。
本
稿
第
二
章
・
第
三
章

の
論
述
は
、
久
木
論
考
と
多
く
同
一
資
料
を
用
い
、
結
論
も
概
ね
一
致

す
る
が
、
梅
崖
の
儒
教
観
へ
と
展
開
す
る
前
提
と
し
て
、
観
点
や
重
点

の
違
い
が
あ
る
た
め
考
察
を
記
し
た
。

（
12
）	

明
治
十
二
年
に
代
表
的
著
作
『
民
権
自
由
論
』
を
著
し
た
植
木
枝
盛

は
、
同
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
数
度
梅
崖
と
書
簡
や
面
会
に
よ
り
交
流

を
行
っ
て
い
る
（『
植
木
枝
盛
集
』
第
七
巻
〈
日
記
Ⅰ
〉、
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
）。
梅
崖
は
植
木
の
自
由
民
権
観
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性

が
あ
る
。

（
13
）	

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
植
木
枝
盛
が
作
成
し
た
憲
法
案
は
、「
政

府
威
力
を
以
て
擅
恣
暴
虐
を
逞
ふ
す
る
と
き
は
日
本
人
民
は
兵
器
を
以

て
之
に
抗
す
る
を
得
」
と
い
う
抵
抗
権
規
定
を
含
む
急
進
的
な
も
の
で

（ 54 ）



來
孔
教
之
衰
已
極
、
自
宋
儒
談
性
理
、
孔
教
一
掃
、
至
近
日
敝
國
直
無

孔
教
。
士
子
皆
誤
于
制
科
文
字
、
絕
非
孔
教
本
來
面
目
矣
。」

（
7
）	『
紀
遊
』
十
一
月
十
六
日
条
（
藤
田
豊
八
が
設
け
た
宴
席
に
て
）：
汪

子
謂
予
曰
、「
竊
聞
先
生
之
論
、
欲
實
奉
孔
教
、
而
以
西
人
之
政
法
輔
之
、

此
説
於
弟
意
最
合
。
若
現
在
歐
洲
之
政
、
以
墨
爲
體
、
以
申
韓
爲
用
、

一
時
雖
頗
見
効
、
久
之
必
有
決
裂
之
憂
」。
予
曰
、「
孔
教
不
振
、
譬
諸

日
月
之
食
、何
憂
其
光
不
復
。
責
亦
在
吾
輩
耳
」。（
中
略
）
汪
子
曰
、「
近

日
同
志
亦
頗
以
改
革
之
事
、
震
發
於
當
路
、
惟
冀
在
上
者
能
虛
心
以
聽

耳
」。
羅
子
曰
、「
敝
國
與
貴
國
、
同
處
亞
東
、
自
應
相
依
如
脣
齒
。
至

改
更
舊
習
、
雖
係
官
司
之
事
、
然
草
野
亦
當
竭
盡
知
力
、
以
冀
在
上
者

之
啓
悟
。
但
方
之
貴
國
維
新
時
諸
傑
士
、
恐
有
愧
多
矣
」。
予
曰
、「
東

漢
黨
錮
、
前
明
東
林
、
慘
則
慘
矣
、
毎
使
讀
史
者
大
聲
呼
快
。
盖
改
革

之
際
、
數
之
所
不
免
歟
」。

（
8
）	『
紀
遊
』
十
一
月
二
十
四
日
条
（
汪
康
年
と
と
も
に
張
謇
を
訪
問
し

て
）：
盖
嘗
謂
欲
革
一
國
弊
制
、
宜
從
下
爲
之
、
不
宜
委
諸
有
司
也
。
有

司
之
專
擅
、不
可
獨
咎
有
司
、亦
在
野
君
子
袖
手
傍
觀
之
咎
也
」。
曰
、「
從

下
爲
之
、而
能
遂
者
、猶
貴
國
士
氣
之
申
也
。
中
國
則
未
能
如
此
矣
。（
後

略
）」
予
曰
、「（
前
略
）
敝
國
三
十
年
前
、
幕
府
擅
權
、
王
室
式
微
。
勤

王
之
徒
、
有
繫
獄
者
、
有
刎
首
者
、
有
稱
兵
而
死
者
、
遂
能
倒
德
川
幕
府
、

而
建
維
新
偉
業
。
近
年
天
下
輿
論
、欲
設
議
會
、有
志
者
往
往
觸
法
抵
罪
、

以
致
今
日
之
盛
。
貴
國
東
漢
李
杜
陳
范
、
及
前
明
東
林
諸
賢
、
行
事
垂

史
册
、
赫
赫
與
日
月
爭
光
、
豈
非
後
人
所
當
鑒
耶
」。
曰
、「
此
等
風
氣
、

東
勝
於
中
國
。
中
國
則
士
氣
排
抑
沮
喪
、
二
三
百
年
矣
」。

（
9
）	

陳
蕃
は
『
後
漢
書
』
第
五
六
、
李
膺
・
杜
密
・
范
滂
は
「
党
錮
列
伝
」

第
五
十
七
に
伝
記
が
あ
る
。

（
10
）	

岡
田
武
彦
『
王
陽
明
と
明
末
の
儒
学 

下
』（
明
徳
出
版
社
・
岡
田
武

彦
全
集
十
一
、
二
〇
〇
四
年
）、
小
野
和
子
『
明
季
党
社
考
︱
東
林
党
と

復
社
︱
』（
同
朋
舎
・
東
洋
史
研
究
叢
刊
之
五
十
、
一
九
九
六
年
）
を
参

照
。

（
11
）	

梅
崖
に
お
け
る
民
権
思
想
と
儒
教
思
想
と
の
関
係
性
を
論
じ
た
研
究

に
、
前
掲
注
１
の
久
木
幸
男
論
考
（
一
九
九
〇
）、
お
よ
び
同
「
明
治
儒

教
と
教
育
︱
１
８
８
０
年
代
を
中
心
に
︱
」（『
横
浜
国
立
大
学
教
育
紀

要
』
第
二
十
八
集
、
一
九
八
八
年
）
が
あ
る
。
本
稿
第
二
章
・
第
三
章

の
論
述
は
、
久
木
論
考
と
多
く
同
一
資
料
を
用
い
、
結
論
も
概
ね
一
致

す
る
が
、
梅
崖
の
儒
教
観
へ
と
展
開
す
る
前
提
と
し
て
、
観
点
や
重
点

の
違
い
が
あ
る
た
め
考
察
を
記
し
た
。

（
12
）	

明
治
十
二
年
に
代
表
的
著
作
『
民
権
自
由
論
』
を
著
し
た
植
木
枝
盛

は
、
同
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
数
度
梅
崖
と
書
簡
や
面
会
に
よ
り
交
流

を
行
っ
て
い
る
（『
植
木
枝
盛
集
』
第
七
巻
〈
日
記
Ⅰ
〉、
岩
波
書
店
、

一
九
九
〇
年
）。
梅
崖
は
植
木
の
自
由
民
権
観
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性

が
あ
る
。

（
13
）	
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
植
木
枝
盛
が
作
成
し
た
憲
法
案
は
、「
政

府
威
力
を
以
て
擅
恣
暴
虐
を
逞
ふ
す
る
と
き
は
日
本
人
民
は
兵
器
を
以

て
之
に
抗
す
る
を
得
」
と
い
う
抵
抗
権
規
定
を
含
む
急
進
的
な
も
の
で
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あ
っ
た
。
梅
崖
も
、
少
く
と
も
『
慷
慨
憂
国
論
』
の
時
点
で
は
、
後
述

の
よ
う
に
抵
抗
権
を
説
く
が
、
暴
力
・
武
力
の
行
使
に
は
慎
重
で
あ
っ

た
。
植
木
の
言
う
「
小
異
論
」
は
そ
の
辺
り
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
14
）	『
慷
慨
憂
国
論
』
第
二
章
に
「
民
権
は
天
神
（
ル
ビ
：
あ
ま
つ
か
み
）

の
特
に
人
民
に
賦
与
し
給
ふ
て
而
し
て
人
民
の
私
有
す
る
所
の
も
の
な

り
矣
。
然
る
を
誰
か
言
ふ
君
主
の
與
へ
し
も
の
に
し
て
實
に
人
民
の
私

有
物
に
非
ざ
る
と
。」
こ
の
要
旨
を
眉
注
に
漢
文
で
「
民
権
者
人
民
自
受

之
於
天
、
不
受
之
於
君
主
」
と
記
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
天
神
」
は
漢

文
表
現
の
「
天
」
に
当
る
と
い
え
る
。

（
15
）	「
唯
そ
の
恐
る
る
所
の
も
の
は
無
暗
に
民
権
々
々
と
稱
し
て
理
も
非

も
構
は
ず
直
に
之
を
腕
力
に
訴
へ
ん
と
す
る
に
在
り
。
腕
力
は
決
し
て

賤
む
べ
き
に
非
ず
と
雖
ど
も
理
の
通
せ
ざ
る
こ
と
あ
り
て
已
む
を
得
す

之
を
用
ゆ
る
の
み
。
然
る
を
輕
々
し
く
用
ひ
な
ど
な
し
な
ば
其
方
を
誤

り
し
よ
り
し
て
竟
に
百
年
前
佛
國
内
亂
の
若
き
も
の
起
る
べ
し
。」（
同
、

第
十
四
章 

粗
暴
に
渉
る
事
を
避
く
べ
し
、
一
五
三
頁
）

（
16
）	

山
本
憲
著
『
梅
清
処
文
鈔
』（
大
正
二
年
〈
一
九
一
三
〉
四
月
十
日
発

行
）
は
、
門
人
が
梅
崖
の
還
暦
を
記
念
し
て
、
梅
崖
の
文
章
を
抄
録
し

発
行
し
た
文
集
。

（
17
）	『
梅
清
処
文
鈔
』
所
収
の
文
章
は
、篇
目
の
下
に
制
作
年
を
表
示
す
る
。

「
自
由
解
」
に
は
「
癸
未
」
と
あ
る
。

（
18
）	

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
蔵「
大
阪
事
件
回
顧
」は
、大
阪
事
件（
明

治
十
八
年
）
に
関
与
し
た
梅
崖
自
ら
事
件
の
経
緯
・
目
的
を
ま
と
め
た

記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
阪
事
件
の
真
の
目
的
は
、
圧
政
暴

政
を
振
う
薩
長
専
制
政
府
を
打
倒
し
、
自
由
民
権
を
実
現
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
明
言
す
る
。

（
19
）	『
梅
清
処
文
鈔
』
下
巻
「
小
論
」
に
「
権
利
」
と
は
「
民
人
が
政
府
の

横
暴
に
抗
拒
す
る
の
具
」
と
す
る
。「
所
謂
權
利
者
、
豈
非
民
人
抗
拒
政

府
横
暴
之
具
耶
。
今
之
人
誰
主
張
權
利
者
。
國
家
大
政
、
議
之
於
妓
館

之
上
、
決
之
盃
酒
之
間
、
其
如
民
人
權
利
何
。
故
人
之
言
權
利
者
、
特

用
之
於
求
責
財
貨
之
間
而
已
。
權
利
、
豈
如
此
之
謂
哉
。」

（
20
）	

前
掲
注
１
久
木
論
考
（
一
九
九
〇
）
は
こ
れ
に
関
し
、「
こ
こ
で
は
儒

教
の
元
徳
（
＝
仁
）
が
民
権
思
想
の
理
念
（
＝
自
主
・
自
由
）
だ
と
い
う
、

『
論
語
』の
解
読
が
な
さ
れ
て
い
る
。」（
四
九
頁
）と
い
う
。
し
か
し
、「
自

由
解
」
と
い
う
題
名
か
ら
、
こ
の
短
篇
は
「
自
由
」
に
対
す
る
解
釈
で

あ
り
、ま
た
こ
こ
に
引
か
れ
る
『
論
語
』
の
一
節
は
あ
く
ま
で
「
自
主
・

自
由
」の
あ
り
方
を
解
説
す
る
た
め
の
引
用
で
あ
る
。
よ
っ
て「
自
由
解
」

は
『
論
語
』
を
「
自
主
・
自
由
」
で
解
読
す
る
も
の
と
は
い
え
ま
い
。

（
21
）	

中
国
に
お
け
る
平
等
主
義
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
伝
統
に
つ
い
て
は
、

ジ
ャ
ン
・
シ
エ
ノ
ー
（Jean	Chesneaux

）「
東
洋
に
お
け
る
平
等
主

義
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
伝
統
」（『
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
』
第
五
号 

河
出
書
房
新

社
、
一
九
七
一
年
）
を
参
照
。

（
22
）	
李
膺
・
范
滂
は
『
後
漢
書
』
党
錮
列
伝
第
五
十
七
、郭
泰
（
郭
太
と
も
）

は
同
列
伝
第
五
十
八
に
伝
記
が
あ
る
。
後
漢
末
の
清
流
士
人
に
つ
い
て

は
、
川
勝
義
雄
「
漢
末
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
」（『
東
洋
史
研
究
』
第

二
十
五
巻
第
四
号
、
一
九
六
七
年
）、
東
晋
次
「
後
漢
末
の
清
流
に
つ
い

て
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
二
巻
第
一
号
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。

（
23
）	

越
智
重
明
「
清
議
と
郷
論
」（『
東
洋
学
報
・
東
洋
文
庫
和
文
紀
要
』

四
十
八
巻
、
一
九
六
五
年
六
月
）
に
よ
れ
ば
、「
清
議
」
の
語
の
使
用
は

後
漢
末
頃
か
ら
見
え
る
。
例
え
ば
『
晋
書
』
列
傳
卷
四
十
三
山
簡
伝
「
郭

泰
・
許
劭
之
倫
、明
清
議
於
草
野
。
陳
蕃
・
李
固
之
徒
、守
忠
節
於
朝
廷
。

然
後
君
臣
名
節
・
古
今
遺
典
、
可
得
而
言
。」
と
あ
る
。
日
本
亡
命
の
変

法
派
が
梁
啓
超
を
主
幹
と
し
て
一
八
九
八
年
に
発
刊
し
た
機
関
紙
『
清

議
報
』
の
名
も
こ
こ
に
淵
源
を
尋
ね
ら
れ
よ
う
。

（
24
）	

清
流
士
人
の
儒
教
理
念
に
つ
い
て
、
前
掲
注
22
東
論
考
は
川
勝
説
を

踏
ま
え
た
上
で
、「
外
戚
・
宦
官
は
君
主
の
大
権
を
壟
断
し
、『
其
の
人

に
非
ざ
る
』
よ
う
な
人
物
を
高
官
に
任
命
し
、
選
挙
を
不
實
な
ら
し
め

て
い
る
と
い
う
清
流
の
批
判
は
こ
の
儒
家
理
念
に
基
礎
を
置
い
て
い

る
。」（
三
七
頁
）
と
述
べ
る
。

（
25
）	

前
掲
注
１
お
よ
び
注
14
参
照
。

（
26
）	

具
体
的
に
は
、
民
権
思
想
に
『
尚
書
』「
民
惟
邦
本
（
民
は
惟
れ
邦
の

本
な
り
）」
を
指
摘
し
、
抵
抗
権
思
想
に
『
孟
子
』「
君
之
視
臣
如
土
芥
、

則
臣
視
君
如
冦
讎
（
君
の
臣
を
視
る
こ
と
土
芥
の
ご
と
く
ん
ば
、
則
ち

臣
の
君
を
視
る
こ
と
冦
讎
の
ご
と
し
）」を
引
用
す
る
例
を
示
し
て
い
る
。

（ 56 ）



あ
っ
た
。
梅
崖
も
、
少
く
と
も
『
慷
慨
憂
国
論
』
の
時
点
で
は
、
後
述

の
よ
う
に
抵
抗
権
を
説
く
が
、
暴
力
・
武
力
の
行
使
に
は
慎
重
で
あ
っ

た
。
植
木
の
言
う
「
小
異
論
」
は
そ
の
辺
り
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
14
）	『
慷
慨
憂
国
論
』
第
二
章
に
「
民
権
は
天
神
（
ル
ビ
：
あ
ま
つ
か
み
）

の
特
に
人
民
に
賦
与
し
給
ふ
て
而
し
て
人
民
の
私
有
す
る
所
の
も
の
な

り
矣
。
然
る
を
誰
か
言
ふ
君
主
の
與
へ
し
も
の
に
し
て
實
に
人
民
の
私

有
物
に
非
ざ
る
と
。」
こ
の
要
旨
を
眉
注
に
漢
文
で
「
民
権
者
人
民
自
受

之
於
天
、
不
受
之
於
君
主
」
と
記
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
天
神
」
は
漢

文
表
現
の
「
天
」
に
当
る
と
い
え
る
。

（
15
）	「
唯
そ
の
恐
る
る
所
の
も
の
は
無
暗
に
民
権
々
々
と
稱
し
て
理
も
非

も
構
は
ず
直
に
之
を
腕
力
に
訴
へ
ん
と
す
る
に
在
り
。
腕
力
は
決
し
て

賤
む
べ
き
に
非
ず
と
雖
ど
も
理
の
通
せ
ざ
る
こ
と
あ
り
て
已
む
を
得
す

之
を
用
ゆ
る
の
み
。
然
る
を
輕
々
し
く
用
ひ
な
ど
な
し
な
ば
其
方
を
誤

り
し
よ
り
し
て
竟
に
百
年
前
佛
國
内
亂
の
若
き
も
の
起
る
べ
し
。」（
同
、

第
十
四
章 

粗
暴
に
渉
る
事
を
避
く
べ
し
、
一
五
三
頁
）

（
16
）	

山
本
憲
著
『
梅
清
処
文
鈔
』（
大
正
二
年
〈
一
九
一
三
〉
四
月
十
日
発

行
）
は
、
門
人
が
梅
崖
の
還
暦
を
記
念
し
て
、
梅
崖
の
文
章
を
抄
録
し

発
行
し
た
文
集
。

（
17
）	『
梅
清
処
文
鈔
』
所
収
の
文
章
は
、篇
目
の
下
に
制
作
年
を
表
示
す
る
。

「
自
由
解
」
に
は
「
癸
未
」
と
あ
る
。

（
18
）	

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
蔵「
大
阪
事
件
回
顧
」は
、大
阪
事
件（
明

治
十
八
年
）
に
関
与
し
た
梅
崖
自
ら
事
件
の
経
緯
・
目
的
を
ま
と
め
た

記
録
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
阪
事
件
の
真
の
目
的
は
、
圧
政
暴

政
を
振
う
薩
長
専
制
政
府
を
打
倒
し
、
自
由
民
権
を
実
現
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
明
言
す
る
。

（
19
）	『
梅
清
処
文
鈔
』
下
巻
「
小
論
」
に
「
権
利
」
と
は
「
民
人
が
政
府
の

横
暴
に
抗
拒
す
る
の
具
」
と
す
る
。「
所
謂
權
利
者
、
豈
非
民
人
抗
拒
政

府
横
暴
之
具
耶
。
今
之
人
誰
主
張
權
利
者
。
國
家
大
政
、
議
之
於
妓
館

之
上
、
決
之
盃
酒
之
間
、
其
如
民
人
權
利
何
。
故
人
之
言
權
利
者
、
特

用
之
於
求
責
財
貨
之
間
而
已
。
權
利
、
豈
如
此
之
謂
哉
。」

（
20
）	

前
掲
注
１
久
木
論
考
（
一
九
九
〇
）
は
こ
れ
に
関
し
、「
こ
こ
で
は
儒

教
の
元
徳
（
＝
仁
）
が
民
権
思
想
の
理
念
（
＝
自
主
・
自
由
）
だ
と
い
う
、

『
論
語
』の
解
読
が
な
さ
れ
て
い
る
。」（
四
九
頁
）と
い
う
。
し
か
し
、「
自

由
解
」
と
い
う
題
名
か
ら
、
こ
の
短
篇
は
「
自
由
」
に
対
す
る
解
釈
で

あ
り
、ま
た
こ
こ
に
引
か
れ
る
『
論
語
』
の
一
節
は
あ
く
ま
で
「
自
主
・

自
由
」の
あ
り
方
を
解
説
す
る
た
め
の
引
用
で
あ
る
。
よ
っ
て「
自
由
解
」

は
『
論
語
』
を
「
自
主
・
自
由
」
で
解
読
す
る
も
の
と
は
い
え
ま
い
。

（
21
）	

中
国
に
お
け
る
平
等
主
義
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
伝
統
に
つ
い
て
は
、

ジ
ャ
ン
・
シ
エ
ノ
ー
（Jean	Chesneaux

）「
東
洋
に
お
け
る
平
等
主

義
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
伝
統
」（『
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
』
第
五
号 

河
出
書
房
新

社
、
一
九
七
一
年
）
を
参
照
。

（
22
）	

李
膺
・
范
滂
は
『
後
漢
書
』
党
錮
列
伝
第
五
十
七
、郭
泰
（
郭
太
と
も
）

は
同
列
伝
第
五
十
八
に
伝
記
が
あ
る
。
後
漢
末
の
清
流
士
人
に
つ
い
て

は
、
川
勝
義
雄
「
漢
末
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
」（『
東
洋
史
研
究
』
第

二
十
五
巻
第
四
号
、
一
九
六
七
年
）、
東
晋
次
「
後
漢
末
の
清
流
に
つ
い

て
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十
二
巻
第
一
号
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。

（
23
）	
越
智
重
明
「
清
議
と
郷
論
」（『
東
洋
学
報
・
東
洋
文
庫
和
文
紀
要
』

四
十
八
巻
、
一
九
六
五
年
六
月
）
に
よ
れ
ば
、「
清
議
」
の
語
の
使
用
は

後
漢
末
頃
か
ら
見
え
る
。
例
え
ば
『
晋
書
』
列
傳
卷
四
十
三
山
簡
伝
「
郭

泰
・
許
劭
之
倫
、明
清
議
於
草
野
。
陳
蕃
・
李
固
之
徒
、守
忠
節
於
朝
廷
。

然
後
君
臣
名
節
・
古
今
遺
典
、
可
得
而
言
。」
と
あ
る
。
日
本
亡
命
の
変

法
派
が
梁
啓
超
を
主
幹
と
し
て
一
八
九
八
年
に
発
刊
し
た
機
関
紙
『
清

議
報
』
の
名
も
こ
こ
に
淵
源
を
尋
ね
ら
れ
よ
う
。

（
24
）	

清
流
士
人
の
儒
教
理
念
に
つ
い
て
、
前
掲
注
22
東
論
考
は
川
勝
説
を

踏
ま
え
た
上
で
、「
外
戚
・
宦
官
は
君
主
の
大
権
を
壟
断
し
、『
其
の
人

に
非
ざ
る
』
よ
う
な
人
物
を
高
官
に
任
命
し
、
選
挙
を
不
實
な
ら
し
め

て
い
る
と
い
う
清
流
の
批
判
は
こ
の
儒
家
理
念
に
基
礎
を
置
い
て
い

る
。」（
三
七
頁
）
と
述
べ
る
。

（
25
）	

前
掲
注
１
お
よ
び
注
14
参
照
。

（
26
）	

具
体
的
に
は
、
民
権
思
想
に
『
尚
書
』「
民
惟
邦
本
（
民
は
惟
れ
邦
の

本
な
り
）」
を
指
摘
し
、
抵
抗
権
思
想
に
『
孟
子
』「
君
之
視
臣
如
土
芥
、

則
臣
視
君
如
冦
讎
（
君
の
臣
を
視
る
こ
と
土
芥
の
ご
と
く
ん
ば
、
則
ち

臣
の
君
を
視
る
こ
と
冦
讎
の
ご
と
し
）」を
引
用
す
る
例
を
示
し
て
い
る
。

（ 57 ）




